
八尾市文化財調査報告29

平成 5年度国庫補助事業

用 榊 勘 朝 5戦鋤 調郵 鵠 I

1994.3

八尾市教育委員会





はじめに

人尾市は奈良と大阪を隔てている生駒山系の高安山の西方に位置しており、古くは旧石器時

代より人々の足跡が刻まれてきた土地であります。弥生時代から古墳時代にかけては、平野部

には大きな集落を、山麓には群集墳を形成し、また奈良時代には由義宮の所在地として「続日

本書紀Jに も登場しています。

このような歴史の豊かな土地であるだけに開発事業に先立つ遺構確認調査は増加の一途を

辿つております。近年、発掘調査の記事が新聞紙上を賑わすことが多くあります。しかし、そ

の影には遺構確認の調査の積み重ねのあることも忘れることはできません。

本報告書は平成 5年度の遺構確認調査をまとめたものであります。これらの成果によつて入

尾市の歴史をわずかでも垣間見ることができると思われます。それゆえにこの報告書が多くの

人々に活用されることを願つて止みません。

最後になりましたが、調査に御協力いただいた方々、関係者各位に深く感謝いたします。

平成六年三月

人尾市教育委員会

教育長 西谷信次



例

1、 本書は、平成 5年度に入尾市教育委員会が国庫補助事業として、人尾市内で実施した遺構確認

調査の報告書である。

2、 調査は人尾市教育委員会文化財課 (課長 田中弘)が事業者に協力を求めて実施した。

3、 調査は人尾市教育委員会文化財課の米田彼幸、漕斎、昔田野乃が担当し調査にあたつた。

4、 本書には、巻末に記載した調査一覧表のうち、特に成果のあった調査について、その概要を収

録した。

5、 古墳の石室石材については、市立曙川小学校教諭奥田尚氏より、玉稿をいただいた。

記して謝意を表したい。

6、 本書の作成にあたっては、清斎、吉田が執筆・編集を行なった。
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1.跡部遺跡 (92-623)の調査

春日町2丁目35-1,35-2

平成 5年 3月 19日

共同住宅建設

2.5m×2.5mの調査区を2カ所設定し、各々地表下 ,～3.5m前後まで

掘削を行った。

第 1区―現況はテニスコートとして使用されていた。約 lmの盛上を

取り除くと旧耕作上が現れる。GL-1,7mには第2区で確認された遺物

包含層 (土器集積か)が見られず、淡黄灰色粘質土があり、これが 6世

紀後半の遺構面となる可能性がある。そしてGL… 1.9m前後の暗灰色粘

土 (層厚約0。2m)と その下部層である黒灰色粘上で弥生時代前期新段階

から後期にかけての遺物が出上している。黒灰色粘土層は1～ 1.3mの層

厚があり、幾層かに分層されると思われるが、調査区の規模、深度から

遺物の確認のみに留まざるを得なかった。

話峯扉勇蟹礁話撃津霙磐考

第 1図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 1区

第 2図 調査区設定図 (1/400)
第 2区

①盛土

② IR耕作土

③暗縁灰色粘質シルト

④暗緑灰色粘砂
③淡褐灰色砂質土
⑥淡黄灰色粘資土

⑦淡灰色粘土

③暗灰色粘土

③黒灰色粘土

⑩暗淡青灰色粘砂 I

①嗜淡青灰色粘砂H(砂多い)
⑫淡青灰褐色粘質土

⑬ 淡葉灰色粘砂
⑭ 淡☆灰色砂質土

第 3図 (1ノ/40)

第 2区―GL-1.6m前後の淡茶灰色粘砂と淡黄灰色砂質土 (併せて層厚

0.22m)では6世紀後半の遺物が出土している。掘方が確認できなかっ

たが、西壁付近で土器が集積している状態で見つかつており、遺構の一

部である可能性が高い。GL-2m以 下では第 1区と同様に暗灰色粘土
と黒灰色粘土から多量の遺物が出上している。

第2区の西壁付近出土の6世紀後半の遺物をここでは土器集積 (1～

28)と して扱い、他を包含層出土遺物 (29～ 38)と した。また第 1・ 2

区の暗灰色粘土・黒灰色粘土からの遺物を包含層出土遺物 (39～ 71)と

基本層序模式図

6.遺構 。遺物
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して取り扱う。

土器集積では杯 (1・ 2)、 把手付鉢 (3～ 5)、 鉢の把手部(6)、 重

(7・ 8)、 奏(9)、 鉢(lo、 土釜 (■・12)な どの上師器と杯蓋 (13～

15)、 杯身 (16～ 19)、 有蓋高杯 (20～ 23)、 壼 (24～ 26)、 甦

(27)、 鉢 (28)な どの須恵器が出土している。杯 (1。 2)はそれぞ

れ口径12.2 cln、 13 canで、(1)1ま器高4.5 cllaを 測り、2段にナデを施し、下

半部に指頭痕が残る。 (3～ 5)は平底と断面円形の把手を有する。こ

れらは同一規格で作られており、 (3・ 4)の口径はいずれも 〔反転〕

13 cln、 器高9.6 cllaで 、底径も6 ala前後である。外面にはハケナデがみら

れる。杯の把手部oは内面に横方向のイタナデを行っている。無 loは推

定口径14 cln、 器高7.l clnで外面にイタナデを行い、内面には放射線状の暗

文を施す。土釜 (11。 12)はそれぞれ日径19.8 cln、 26.6 clnで 、内面に横

方向のハケナデを施している。胴部は長胴とみられ、菅原氏によつて分

類された河内A型に属する。

須恵器杯蓋 (13～ 15)は稜線はほとんどみらず、凹線によつて表現さ

れているものとヘラケズリによって稜の痕跡を表しているものがあり、

日縁端部は九くおさめている。杯身 (16～ 19)は底部は浅く、たちあが

りは短く内傾し端部は九い。ヘラケズリも1/2前後である。有蓋高杯 (20

～23)の杯部は蓋杯に準じ、脚部は長脚 2段スカシで3方に配置してい

る。壺 (24・ 25)1よ いずれも体部から底部にかけて九く、カキロを施

す。 (24)の 口頸部は外上方に伸び端部は下方し肥厚している。 (25)

は上外方に伸びるとみられる。甦 (27)は日縁部のみであるが外上方に

伸びた後屈曲して外反する。端部は平面を成している。器台 (28)は外

面にタタキを行い、斜行文を施す。

次に包含層出土遺物 (29～ 38)をみていく。 (29～35)が土師器で、

(36～ 38)が須恵器である。上師器は杯、奏、壺、高杯が出土してい

る。高杯 (34・ 35)は脚部が下外方にゆるやかに下るもので身入り。筒

状の2種類がある。須恵器杯蓋 (36・ 37)は稜線の痕跡はみられず、天

井部は九い。

以上の遺物を編年のほぼ確立されている須恵器を軸として位置づけを

行う。これらの遺物の特徴は長脚化した高杯の存在と、既に記述したよ

うに丸い口縁端部と形骸化した稜線を有する蓋杯である。このような特
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徴からTK43～ TK209に 概ね該当し、6世紀末に位置づけらる。
これは土師器でも杯 Cとみられる土器が存在することからも裏付けられ

よう。

次に第 1・ 2区の灰色粘土・黒灰色粘土出土遺物 (39～ 71)について

みていく。 (39)口縁端部にキザミロを施し、4条の箆描沈線による条

文帯をもつ奏、 (40)日縁に3条の箆描沈線による条文帯をもつ鉢。

(41)5条の箆描沈線を2帯以上有する壺、 (42)7条以上の箆描沈線

をもつ土器片、 (43)10条 の箆描沈線をもつ壺、 (44)布巻棒状圧痕を

もつ土器片、 (45)日縁端部に細かいキザミロを施し、8条の箆描沈線

をもつ奏、 (46)綾杉文をもつ土器片、 (47)縦方向の櫛描沈線の後に

横方向の櫛描沈線の条文帯を3帯以上もつ土器片、 (48)3条の箆描沈

線の上部に綾杉系の文様をもつ土器片、 (49)口縁端部にキザミロを施

し、外面をハケナデした後ヘラミガキを行っている広口壺、 (50)外面

にハケナデの後ヘラミガキを行い杯部内面はハケナデをしている高杯、

(51)幅広の波状文、櫛描直線文、狭小の波状文を施し、円形浮文をも

つ土器片、 (52)流水文をもつ土器片 (53)口縁部下に櫛描直線文、波

状文を施す鉢、 (54・ 55)口縁部に簾状文、刺突文を施す鉢、 (56。

57)内外面にヘラミガキ行う奏、 (58)2孔をもつ円形の土製品で厚さ

1.15 cln、 端部はやや肥厚している。黒色を呈し全面にヘラミガキを施し

ている。焼成は非常に堅致である。 (59)日縁部に簾状文を施した重、

(60・ 61)壼底部、 (62・ 63)奏底部でとくに (63)は (58)と 同様に

黒色を呈し、内外面にヘラミガキを施し、磨かれたような状態で、焼成

も堅致である。 (64・ 65)壺あるいは養底部、 (66)外面にタタキを行

う奏底部、 (67)高杯

これらの遺物の時期についてであるが、箆描沈線少条 (40)や綾杉系

の文様 (48)な ど前期中段階後半部分に含められる可能性をもつものも

あるが主体となるのは箆描沈線文多条による帯条文様 (41～ 43)、 布巻

棒状圧痕 (44)、 10条前後におよぶ箆描沈線 (45)な ど前期新段階の形

式に含まれるものである。また簾状文、波状文など中期に盛行する文様

(52～ 54・ 58)と ともに後期のタタキ調整を行うもの (66)も 散見され

ることから、弥生時代前期新段階から後期にかけての遺物を包蔵するも
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0            5 cm

第 6図 出土石器実測図 (1/2)

のである。

最後に石器を見ていく。細かな剥片は多くみられるが、ここでは

(68)の石棒状石器、 (69)ス クレイパー、 (7o・ 71)石鏃の4例を掲

げておく。 (68)は砂岩製の石棒の一部で、側面は若干磨かれており、

また裏面に孔を穿ちかけた痕跡があり、未製品とみられる。 (69)サヌ

カイト製のスクレイパー、 (70)はサヌカイト製の有茎式石鏃で全長4。 1

cm、 鏃身2.6 cm、 ≧1.5m、 幅1,35 cllt、 重さ2.25gである。 (71)サヌカイ

ト製の凸基 I式石鏃で全長3.5 cln、 最大幅1.65 cal、 重さ2.5gである。

跡部遺跡ではこれまで当教育委員会と (財)人尾市文化財調査研究会で

数次の調査が行われ、弥生時代前・中期の遺物もわずかであるが出土し

ており、また方形周溝墓も確認されていた。また平成元年には銅鐸が出

上しているが、集落域については判明していなかつた。しかし、今回の

調査地はその遺物の出土量からみてもその中心であると推定される。ま

た (財 )八尾市文化財調査研究会によつて今年度に近辺で行われた調査で

も同時期の遺物 。遺構が検出されており、弥生時代前期から古墳時代前

期の集落が遺存していることは確実であろう。また、跡部は物部氏の一

族である阿刀氏の本拠地であるとされており、6世紀後半の遺物につい

入
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てはそれらとの関連も想定される。             (首 )

石鏃の形態分類は以下によった。

松本武彦「弥生時代の石製武器の発達と地域性―とくに打製石鏃につい

て一」『考古学研究』第35巻第4号 1989年
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2.老原遺跡 (93-2al)の調査

老原 1丁目91番の一部

平成 5年 10月 14日

共同住宅建設

事業計画地に3m× 3mの調査区を2カ 所設定し、地表下2m～2.5m

まで掘削、調査した。

現況は水田として利用されており、道路地盤より約0.6m下がつている。

第 1調査区一地表下0.4mの暗褐色砂質土から遺物がみられるが、最も

多く出土しているのは地表下0。58m(TP+9,73m)の 灰白色砂質土以

下であり、多量の瓦器椀と土師皿が出土している。地表下O.85m～ 1.3m

では植物遺体が含まれている。

第 2調査区―地表下O.55m(TP+9.77m)の 灰白色砂質土から約0.7

mの厚さの堆積層から遺物が出土している。この第 2調査区では第 1区

と比較すると瓦器椀よりも土師皿出土の割合が高い。しかし、いずれの

檬

第 7図 調査地周辺図 (1/5000)
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仁

Ｆ

第 1区

第 8図 調査区設定図 (1/1200)

第 2区

+9.Om

①耕作土

②灰白色粘質土

③暗褐色砂質土

④灰白色砂質土

③淡灰色猫質土 (Fe)

8優E懇篭轟質土}植物遺体を含む

③灰白色細砂
⑨暗灰色粘質土

⑩暗灰含砂混粘土

第 9図 基本層序模式図 (1/40)

調査区でも水田よりの流れ込む水と湧水のために遺構の検出はできな

かった。

遺構は検出できなかったが、土層の堆積状況から、とくに植物遺体を

含んでいる層がみられ、またいずれの層よりも時期差がない遺物が出土

していることから堀、あるいは溝などの遺構の存在を推定することがで

きよう。出土遺物については前述したように第 1調査区では瓦器椀の出

土が顕著であり、第 2調査区では土師皿が大半を占める。 (1～ 15)が

第 1調査区から、 (16～29)が第2調査区から出土したものである。

第 1調査区では(1)の瓦器椀と(2)の土師質の羽釜は③層出土、 (3～

6)の羽釜、情鉢、平瓦は⑥層出土、 (7～ 15)の三足釜、瓦器椀、瓦

器皿は⑥～⑦層出上である。(3)は 口径 (反転)19.9 cln、 「く」の字状の

口縁をもち外面はナデを行う。oは日径 (反転)30.3 clnで、内外面とも

イタナデを施す。oは側面に布目痕が残っており、一枚作りの平瓦であ

る。瓦器椀は外面の中位を数条ヘラミガキするのみで、 (12・ 13)はそ

れさえも行っていない。内面は中位を非常に密にヘラミガキを施してい

るものが多い。また破片が多く明確ではないが見込みの暗文も平行線の

6.遺構 。遺物

-10-



7.備

ものが目立つ。日径は反転復元も含めるが (8・ 9)が 16 clll、 他は14 cIIl

～15 cllaで、器高は4.2 clla～ 4.7 clnである。

第 2調査区は (16～ 18)の瓦器皿、土師皿は③ o④層出上、 (19～

25)の瓦器椀、土師皿は③・⑥層出上、 (26～ 29)土師皿は⑦層出上で

ある。土師皿は口径8.8 cln～ 9,6 clnの小型のものと日径 (反転)12.8 cllnと

15m等の大型のものがある。

本調査地の南東約270m、 奈良街道から田井中への分岐点にはかつて奈

良時代の軒九瓦などが採取された五条宮とよばれる場所がある。その性

格などは判明しておらず、廃寺址とされている。今回の調査はその近辺

に位置することから奈良時代の遺構、遺物が出土することが期待された

が、残念ながらその時期に関連するものは見つからず、鎌倉時代前半の

多くの遺物と溝あるいは堀と推定される遺構が検出された。しかし、人

尾市内の古代寺院は奈良時代にその姿を消し、鎌倉時代の新私教の広ま

りとともに再興されたものもあることからそのような可能性も考えてい

かなければならない。 (渚 )

―-11-―
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

3.太田遺跡 (92-585)の調査

大田3丁 目179番地他

平成 5年 5月 10～ 21日

共同住宅建設

1次調査では3m× 3mの調査区を3カ 所設定し、各々地表下2.5m前

後まで掘削を行った。その結果第 2・ 3調査区で表土直下でやや磨滅し

ていたが須恵器や瓦器等の砕片が出土した。このため 2次調査として 6

m× 30mに調査区を拡張して再度実施した。

第 1層 =耕作土 (層厚約0。15m)現在、畑として使用されていた土層。

第 2層 =灰褐色砂質土 (層厚0.1～ 0。15m) 上面に近世の南北方向の

耕作溝がみられる。北側では磨滅しているものの須恵器、土師器、瓦器

などの砕片を多く出土する淡黄灰色砂質上が堆積する。

第 3層 =茶灰色砂質土 (層厚約0,lm) 羽釜、三足釜、瓦器、須恵器、

土師器等を含む中世包含層であるが、調査区北端でのみ遺存していた。

il骸

|ジ |

〒
卜
甘急

5年
市教委

第11図 調査地周辺図 (1/5000)
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0

lm

①灰白色粗砂   ④晴褐色粘質土
②嗜茶灰色粘質土  ⑤黄褐色粘シルト
③ 暗黄褐色粘砂  ③ 暗青灰色粘土

第 4層 =淡灰色砂質土 平安時代後半の遺構面とな

る。しかし遺構が明確に遺存していたのは北側のみ

で、溝 1を境として明確な遺構はみられなくなり、南

北方向の近世の鋤溝が検出される。

6.遣構・退物 近世の耕作溝と思われる南北方向の溝
はおよそ10条検出しているが、ここでは■世紀末期～

12世紀初頭に位置づけられる井戸および溝と明確な時

期は不詳ではあるが調査区の北半分で検出されたピッ

トについて述べていく。

〔井戸〕

調査区北端で検出した。平面形は楕円 (1.6 mXl.4

m)で、底までの深さは約2.2mである。O.7m下には

曲物 (径約0.37m)を 2段に重ねており、山物の上部

第14図 井戸実測図 (1/40)  には水を呼び込むように須恵器の大奏と思われる破片

を周囲に配置していた。また曲物の隅には直立した板材があり、回りに

も板がみられることから丼戸枠があつたと推定される。井戸内部より土

師質の養 (1・ 2)、 黒色土器A類 (3)、 片口をもつ土器片 (4)、

土師質の羽釜 (5～ 9)、 砥石 (10)、 平瓦 (11)のほか須恵器奏など

が出上している。 (1)は口径 (反転)18.6 clnを 測り、日縁から顕部に

かけてユビナデを行い、胴部はイタナデを施しているが指頭痕が残る。

内面はハケナデを行う。 (5)は暗茶褐色を呈し、口径 (反転)24.S cln

を測る。鍔から内傾し、緩やかに外半する。胴部内面は指頭痕が顕著に

みられ、日縁部はイタナデを施す。 (7)は暗茶褐色を呈し、日径 (反

転)27.2 clnを 測る。日縁部は「く」の字状に鋭く外反する。内面はイタ

ナデを施し平滑に仕上げている。 (12)は呼び込み板として使用されて

いた須恵器の一部である。これは焼き損ないの須恵器を適当な大きさに

分割し、曲物の周囲に配置していたものである。

〔溝 1〕

井戸の南約1.5mで検出した。東西に伸びる溝で、検出長5.8m、 幅0.75

m、 深さ0,25mを測る。埋土は灰黒色粘質上で、瓦器塊 (13～ 19)、 土

師質の奏 (23)、 杯 (20)、 土師皿 (21・ 22)な どが出上している。瓦

―-15-―



器椀 (13)は高台指n45,3で、外面はヘラケズリを行った後にヘラミガキ

を施しており、またナデも用いられているが、全体にヘラケズリの痕跡

が明瞭にみられる。内面はミガキが密にほどこされており、見込み部分

には短いミガキが平行に僅かに行われている。色調は全体に灰白色を呈

し、外面下半部は白色である。 (14)も 同じタイプの瓦器椀であるが内

外面と調整は不明瞭である。高台指数 43。 (15)は砂粒を含む粗い胎

土を用い、ヘラミガキは口縁部付近にしか施されず、炭素が吸着してお

らず内外面とも淡灰白色である。 (16)は外面上部はナデ、中位以下は

指押痕が顕著にみられ、内面はナデのみで仕上げており渦巻き状の記号

がみられる。ヘラミガキは施されず、やはり炭素はまったく吸着してい

ないが、これは (15)と異なリナデも行っておらず、色調は灰茶褐色を

呈している。

〔他の遺物〕 (%)は ピット2よ り出上した上師器杯で日径 (反転)15.4

cllqを測り、内面に過熱痕がある。 (25～27)は包含層出土の瓦器椀である。

〔ピット〕

番 号  平面形  径cln深さcna 埋土   出土遺物・他
P-1  円形   20  15  灰色粘砂 須恵器奏、土師質釜

2 楕円形 20～27 13  灰色粘砂  瓦器、土師器

3 楕円形  22  7  灰色粘砂    瓦器
4 円 形  23  21 淡灰色粘砂   土師器

5 楕円形 22～33 10 灰色礫混粘砂  根石あり
6 半円形  26  7.5  灰色粘砂 耕作溝によリー部削平
7 楕円形 33～44 6 淡灰黒色粘砂
8 半円形  23  12  灰色粘砂 耕作溝によリー部削平
9  円 形  22  14 淡灰色粘砂
10 円 形  26  13 淡灰色砂質土   土師器
11 円 形  1  10 黄褐色砂質土

12 楕円形 30～24 5 灰茶色粘砂
13 円 形  25  5  灰色粘砂
14 円 形  18  25 淡緑灰色粘砂
15 楕円形 62～50 10 黒灰色粘砂    瓦器
これらのビットは前述したようにいずれも明確な時期は不明であるが、
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第15図 出土遺物実測図 (1/4)
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7.備

第16図 出土過物実測図 (1/4)

出土遺物より中世以降と思われる。その性格についても建物を構成する

ものであるのかも判然としないが、2～ 8の ピットと3～ 9の ピットは

平行に並んでおり、建て替えが行われたと推定される。

今回の調査では地表下約0.3mの地点で平安時代後期の遺構を検出し

た。現在の耕作土直下のためその多くは耕作溝などで削平されたと思わ

れるが深く掘られていた井戸、溝などが確認できた。これらのことから

調査地付近には当該時期の居住域があったことが判明した。  (漕 )
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

4。 大田遺跡 (93-81)の調査

太田3丁目139

平成 5年 5月 24、 25日

共同住宅建設

下水道管敷設部分に3m四方の調査区を3ケ所設定。北調査区では地

表下1.4mま で、中央調査区では地表下1.7mま で、南調査区では地表下

1.8mま で、重機と人力を併用して掘削。

北調査区では、地表下0。4mの淡灰責色シルト層上面で、古墳時代後期

の遺構面を検出した。この層は中央区、南区では茶褐色斑灰色粘砂層に

対応する可能性があるが、遺構は検出できなかった。北調査区ではこの

下の地表下0。8mの青灰紫色強粘土層上面で畦畔状の高ま りを確認してお

り、水田面になる可能性がある。これに対応する層は他の調査区でも確

認している。これ以下は、灰青色系の粘土層が堆積するが、中央区では

地表下1.Om以下で自然流路と思われる灰白粗砂層を確認している。

第17図 調査地周辺図 (1/5000)
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10cm
,      I

?     .     21m

①耕土 (表土)
②淡黄灰色粘性砂質土

③黄色斑灰色粘土

①暗灰黄色炭混粘砂層
(S D01埋土 )

⑤暗灰色猫砂
⑥淡灰黄色シルト
⑦茶褐色斑反自色粘砂

③葉褐色斑灰白色シルト質粘砂
③褐色斑灰白色粘土 (畦畔?)
⑩茶褐色斑灰白砂
①青灰紫色強粘土 (水田面?)
⑫褐色斑暗灰青紫色粘土
①淡灰青褐色粘土
①淡灰青色粘土

餞 2

5 cm

第20図 北調査区平 。断面図 (1/40) 第21図 出土遺物実測図 (1/4)

⑬

!  1 ∵

第22図 SK01遺物出土状況図 (1/20)
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6.検 出 遺 構

7.出 土 遺 物

8.備

北調査区では淡灰黄色シルト層上面で溝 2条、土墳 2基を検出した。

この遺構面の上には平安時代を下限とする土器を包合する責色斑灰色粘

土層が堆積していた。S D01は東西方向の溝で最大幅0,4m、 深さは最も

深い部分で0。18mを はかる。東端はS K01に よって切られている。埋土

は暗灰黄色炭混粘砂層である。S D02は調査区南端で検出した東西方向

の溝で、最大幅0.16m、 深さは最も深い部分で、0.13mをはかる。埋土

は暗灰黄色炭混粘砂層、西側で途切れる。S K01は不整台形を呈する土

竣で、最大辺長0.85m、 最大の深さは0,2mをはかる。埋土は暗灰茶色粘

砂層、 S KCJ2、 S D01を きっている。この土抗の底面で須恵器の盟が口

縁を上にして出土した (1)。 S K02は S D01、 S K01に きられた不整

形の上壊である。最大径1.2m、 深さは最も深い部分で0.04mはかる。埋

土は淡暗灰色粘砂である。 S K01寄 りで草食動物の歯と思われるものが

出上した。S K01か ら出土した磁 は日縁部のほとんどがきれいに欠けた

状態であり、人為的に打ち欠いたものと考えるのが自然である。草食動

物の歯の出土していることも考えあわせると、水に関する祭祀の行なわ

れていた可能性も考えられる。

遺構面直上の包合層、責色斑灰色粘土層からは、須恵器片 (M T15～

T K10型式)、 土師器片、黒色土器片が出上した。遺構ベース面である

淡灰黄色シルト層及び各遺構内からは、須恵器片 (MT15～ T K10型

式)、 土師器片が出土した。須恵器はT K10型式のものが多い。出土土

器はほとんどが細片である。 1は S K01の底面より出土した甦である。

肩はやや張る。頸部はそれほど伸びない。口縁都と頸部の間に明瞭な段

がつく。頸部から体部の外面はカキメを施す。M T15型式前後に位置付

けられる。 2は淡灰黄色シルト層上面付近から出土した草食動物の歯か

と思われるものである。

本調査地の周辺では、調査例が乏しいが、西へ 1キ ロ程隔てた人尾南

遺跡では、古墳時代後期の方墳などが検出されており、これらとの関連

を含め、今後、周辺の古墳時代後期の遺構の拡がりに注意していく必要

がある。 (吉田 )

(財)八尾市文化財調査研究会  『八尾市文化財調査研究会年報 昭和
62年度』 1988年

9.参 考 文 献
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

5.恩智遺跡 (92-側)の調査

恩智中町 3-65

平成 5年 5月 19～ 21日

専用住宅浄化槽設置

浄化槽部分に約1.5m×0,7mの調査区を設け人力により掘削を行つた。

また遺物が確認できた時点で調査区をやや拡張し、約2.4 mXl.3mの 調

査区とした。

調査地はこれまで宅地として利用されており、また付近の人の話では

戦争中に防空壕が掘られたということであったが、調査区は西端付近に

設定したためかそれらしき痕跡はみられなかった。GL-0.65mの 暗茶灰

色粘砂以下が弥生時代の包含層になる。この下部層である暗茶褐色砂質

土では子供の頭大の礫が多くみられ、その下には土器が潰れた状態で出

土している。GL-1.lmには地山と思われる褐色礫混粘砂がみられた。

委
年
教

ヽ
研 東

藝

第23図 調査地周辺図 (1/5000)
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0             1m

第25図 平面図及び南壁土層断面図 (1/40)

6.遺構・ 退物   GL-1.lmの 地山で西側への落ち込みを検出する。埋土上面には炭化
物を含む灰褐色礫混粘砂が堆積しており、下部には灰色礫混砂質土が堆

積している。遺物はいずれの層からも出上している。しかし、調査区が

小さいこともあり、その性格は明確ではない。

(1)は暗茶灰色砂質土上面の礫の下敷きになっていたもので、色調は

暗茶灰色を呈し、生駒西麓産と呼ばれるものである。器高23。9 cln、 日径

14,4 cln。 口縁部から体部にかけて11条の簾状文を施し、下半部に横方向

のヘラミガキを行う。しかし簾状文は明瞭ではなく、浅く施文されてお

り、直線文と見違う程である。内面は一部にハケナデが残るが、丁寧に

ナデ消されている。底部やや上部に 1子しを穿っている。

(2)は暗茶灰色砂質土で出土。色調は明茶褐色を呈し、日径は21 clnを

測る。外面には簾状文を施し、内面は口縁上半部にはイタナデを用い、

第郎図 調査区設定図 (1/300)

①表土
②暗褐灰色粘砂
③晴褐灰色砂質土
①晴茶灰色柏砂
⑤暗索褐色粘砂
⑥灰褐色粘砂
(上面に炭化物)
⑦灰色礫混砂買土
①黄褐色粘砂 (地山)

-24-
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第26図 出土遺物実測図 (1/4)

下半部はハケナデを行う。

(3～ 5)は落ち込みの下層である灰色礫混砂質土からの出土してい

る。 (3)は暗茶褐色を呈し、日径194 cln(反 転)を測る。外面には簾

状文を施し、内面にはハケナデを行う。

(4)は暗茶灰色を呈する奏で、過熱された痕跡がある。日径12.4c14

(反転)を測る。外面は縦方向のヘラミガキを、内面はナデを行つてい

る。 (5)は養の底部で暗茶褐色を呈する。外面は縦方向をヘラミガキ

を行つており、底部にもヘラミガキを施している。底径 6 clnで、また焼

成前に穿子としたとみられる円形の小子しを1ケ穿っている。

(6)暗茶灰色粘砂出上の石包丁で、玄武岩質凝灰岩変岩を用いてい

―-25-



7.―鑢

る。級蔀申鰤 ら破畏して↓導ぶ 蒼仁形に復元●きる。片刃で、

靭 農|ま背面に認わられる。幅6m、 長さ仰萌輸i3.面である。

今回は浄化槽部分のみの調査
=い
う.こともあって造織つ性格等|は不明

であづたが1恩智篭鰤の弥と時代集落に東
^Iの

拡がりを確穂|できた。付

近H旧村繋の内であり、今後も注意な要すると患われる。   (播)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.久宝寺遺跡 (93-054)の 調査

南久宝寺 1丁目40番地

平成 5年 7月 6日

遊戯場建設

3m× 3mの調査区を2カ 所設定し、各々2～ 3mまで掘削、調査を

行った。また、一部開発工事に伴う下水道工事のビット (第 3区 と仮

称)においても断面観察を実施した。

第 1区 。第 2区では地表下1,8m前後で植物遺体を含む粘土層がみら

れ、この下部、地表下2.lm前後の暗緑灰色粘土～暗灰色粘上で庄内式期

の遺物が出土している。第 3区では地表下1.3前後で湧水層である灰白色

細砂があり、約 lmの厚さで堆積している。この下部層である暗灰色砂

混粘上よりV様式後半～庄内式期の遺物が出土している。

rTH鮎 回
|

業工」

―-1
に]! =翌」 |

久宝 寺 二 T

鋼

調査地周辺図 (1/5000)
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第27図
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□
第 3区

□
第 2区        □

第 1区

Ａ

く

↑

沐

第28図 出土遺物実測図 (1/4)

第 2区

第29図 調査区設定図 (1/1000)
第 3区

①盛土

②暗緑灰色猫砂
③褐灰色シルト
④暗灰茶色粘土

⑤暗灰表色猫土 (植物遺体)
⑥暗緑灰色粘土～暗灰色粘土
⑦暗緑灰色シルト

③ 旧耕土

③淡褐灰色粘砂
⑩灰白色砂混粘質土

①淡黄褐色粘砂
⑫淡灰掲色微砂質土

⑭淡灰葉色粘砂
①灰色砂混粘土

①灰色粘砂
⑭暗灰色粘土

⑦灰色シルト
①晴灰色砂混粘土

第30図 基本層序模式図  (1/40)
第 1・ 2区では破片が多く図化できるものはなかった。ここでは第3区

の暗灰色砂混粘土より出上した遺物を掲げておく。 (1・ 2)はV様式系の

発でいずれも淡乳灰色を呈し、 l llm前後の砂粒を多く含む。(2)は日縁端

部にキザミメを施し、日縁から顕部にかけてはハケメが残る。摂津産。

(3)は直口壼の口縁部で口径 (反転)15.4 clnで 、淡茶灰色を呈する。

(4)は小型壼で淡乳橙色を呈し、下半部にヘラケズリを施す。(5)は 月ヽ型

の器台で、日径 10。4c14、 淡橙褐色を呈すし、内外面に細かいヘラケズリを

施す。出土遺物はいずれも布留式古相に比定できるものである。 (漕 )

♀  1 0Cm

第 1区

一‐

|_生
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

7.郡川遺跡 (93-075)の調査

郡川 5丁目160,161,163の 一部

平成 5年 7月 20日 、8月 4,5,6,9,11日

共同住宅建設

事業計画地に1.5m× 1,5mの調査区を2ヵ 所設定し、地表下1.4～ 1.5m

まで掘削、調査した。その結果、地表下0.35m～ 0.5mで土師器小皿、瓦

器が多量に出土した。また地表下O.8～ 1.lmで は弥生後期の遺物が出土

した。このため申請者と協議し、日を改めて、調査区を2_5m× 15mに拡

張することになった。

①層は表土、②層。③層は近世の遺物包含覆になる。③層は13世紀か

ら14世紀にかけての遺物包含層であり、④層の暗茶褐色砂質上が遺構面

になる。③層が弥生後期の遺物包含層である。③層では遺物は確認して

いない。

第17図 調査地周辺図 (1/5000)
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第32図 調査区設定図 (1/400)

イ

6.遺構・ 遺物

①嗜灰色砂質土
②暗灰茶色砂質土
③晴褐色砂質土
④嗜案褐色砂質キ
⑥暗灰色4蝶混土
⑥暗黄色粘砂
⑦暗紫灰色粘砂

第33図 基本層序模式図 (1/40)

5m

第34・図 調査区平面図  (1/200)
近世では土坑2基 (SKl・ 2)を検出している。いずれも磁器の砕

片や瓦片が出上している。中世ではピットを3基 (SPl～ 3)と土坑

を3基 (SK3・ 4)を検出している。時にSK3では土師質の羽釜・

土師器皿・瓦器椀など14世記中葉～後半に比定できる遺物が多量に出土

している。

-30-
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

8.神宮寺遺跡 (92-307)の調査

神宮寺 5丁目179の一部、180

平成 5年 3月 5日

共同住宅建設

事業計画地の北側に2m× 2.25mの第 1調査区を、南側に2m× 2m

の第 2調査区を設定し、GL-1.75m～ 2.3mまで掘削、調査した。

第 1調査区一現況は耕作地として使用されている。遺物はGL-0.4m

の暗茶灰色粘砂質土からみられ、GL-0.6mの暗茶灰色粘砂上面では円

筒埴輪片が 2カ 所で固まって出土しており、またピット2基を検出して

いるこの暗茶灰色粘砂と下部層である暗灰茶色粘砂では埴輪に混じつて

須恵器の高杯片や弥生土器片を含んでおり、古墳時代後期の包含層とみ

られる。そしてGL-0。92mの暗褐灰色粘砂 (層厚約0.25m)が弥生時

代の遺物包含層となり、暗緑灰粘砂上面が弥生時代遺構面になるとみら

れる。この暗緑灰粘砂以下では遺物は確認できなかった。

隠

一∃
―
ゴ十
１

‐
削
“
【
一
‐
ｌｌｌ

第35図 調査地周辺図 (1/5000)
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第 1調査区

第36図 調査区設定図 (1/600)

第 2調査区

①表土
②淡灰色砂質土
③晴葉灰色砂質土
④嗜葉灰色粘砂
⑤灰褐色粘砂
⑥晴灰葉色粘砂
⑦暗褐灰色粘砂
⑥暗緑灰色粘砂
③暗灰葉色粘砂
⑩灰黒色粘質土
①淡葉灰色砂礫混粘土
⑫淡褐灰色砂質土
⑬灰色砂質土
①灰素色粘砂
①灰青褐色粕砂
④灰色粘砂
⑦暗青灰色粘質土

第37図 基本層序模式図 (1/40)

第2調査区―GL-0.3mの淡褐灰色砂質土では瓦器、羽釜などみられ

中世の包合層が存在する。GL-0。48mの灰色砂質土と下部の暗茶灰色

砂質土では土師器、須恵器などを含む古墳時代後期の包含層になる。そ

してGL-0,76mの暗褐灰色粘砂 (層厚0.27m)では最も多くの遺物が

出上している。遺物は弥生時代後期の高杯、菱などである。この下部の

灰茶色粘砂と灰青褐色粘砂は第 1調査区ではみられず、遺構の坦上を掘

削している可能性がある。

(1～ 5)は第 1調査区から、 (6～ 8)は第 2調査区から出土し

た。 (1.2)は埴輪片で、タガは不整形で突出度が低く、外面調整が
6.遺構・ 遺物
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7.備

1次調整のみで川西編年のV期に相当し6世紀前葉に比定できる。 (3)

は須恵器の杯身でTK23～ MT15に 相当しやはり6世紀前半に位置

付けられよう。 (4)は弥生時代中期の小型の壺口縁部で、赤褐色を呈

し、 (7本/1条 )の櫛描文が2条施されている。 (5)はタガ状の突

出をもつ遺物であるが、厚みがなく硬質である。外面はナデ、内面はハ

ケ後ナデで仕上げている。 (6)は壺の下半部で茶灰色を呈し、内面は

ハケナデ、外面はミガキを施して器壁を薄く仕上げている。 (7)は高

杯脚部で中空で3孔を穿つ。灰白色を呈す。 (8)は小型の奏で外面は

3分割のヘラミガキをを行い、内面は下半部はナデ、中部はハケナデを

ほどこしている。暗灰褐色を呈す。 (6～ 8)は畿内V様式後半に位置付

けられる。

本調査では古墳時代後期と弥生時代の遺構・遺物を確認した。古墳時

代では6世紀の埴輪や土器が出土していることから、調査地周辺に古墳

が遺存していた可能性を示唆している。また弥生時代では後期の遺物が

多く出上しており、完形の上器がみられることから集落に関連する遺構

があると推定される。これまで神宮寺遺跡では弥生時代の明確な集落は

確認されておらず、今回の調査ではその可能性を示す遺物が見つかつた

ことは大きな成果である。 (消 )

・
ｔ

・・

琲本轡

♀    [    どと°m

第38図 出土遺物実測図 (1/4)
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1.調  査

2.調 査 期

3.調 査 契

4.調 査 方

地

間

機

法

9。 高安古墳群 (93-70～73)の調査

山畑407-2、 126Cl-2

平成 5年 5月 28日 ～6月 17日

専用住宅建設

調査地は高安山の標高97m付近に位置している。周辺一帯は高安古墳

群とよばれる古墳時中期末から終末期にかけての群集墳が分布してい

る。本調査地は昭和40年代に既に開発工事が行われており、なだらかな

スロープ状の更地になっていたが、周辺には8基の古墳が確認され、ま

た調査地においても古墳に使用されていたと思われる石材が散乱してい

た。このような状況から墳丘は認められないが石室は残存している可能

性が考えられるため、およそlm幅のトレンチを東西方向に2本平行に

設定し、掘削を実施した。その結果南側のトレンチで石室の一部確認し

たためその周辺の拡張行い、石室の検出に努めた。また西壁と奥壁の裏

込めの状態と失われた墳丘を確認するためにトレンチを2本設定した。

第23図 調査地周辺図 (1/5000)
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5.周辺の古墳

に つ い て

5m

第25図 付近地形図 (1/800)

高安古墳群は府下最大規模を誇る群集墳であり、奈良と大阪を隔てる

生駒山の西麓に築かれている。古墳は北端の楽音寺から南端の恩智に至

る斜面に分布しており、中心は高安千塚と呼ばれている。今回の調査地

はその千塚の一部にあたる。高安千塚は服部川周辺に最も密集している

が、尾根筋毎に一つの単位が想定される状況にあり、調査地は服部川の
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第41図 石室平面プラン及び立面図 (1/50)

最密集地から川筋をはさんで南約160mに位置する支群に包括されるとみ

られる。現在確認されている古墳で大まかなグルーピングを行うとこの

支群はおよそ2CJ基の古墳で構成される。

6.調査前の状態   調査地は扇状地のなだらかなスロープになっている。昭和30年代には

畑として利用されていたが、40年代に開発工事が行われ宅地と利用する

ために更地にされたようで既にU字溝が設置されていた。八尾市が昭和

60年に写真測量から作製した 1/2500の地図ではこの地点の等高線に高

まりをみることができる。しかし現地では石材は散乱していたが墳丘らし

き高まりは全くみられなかった。僅かに奥壁の一部が拗 clln程度地表に露出

していたのみであり、その回りにはU字溝がT字状に巡らされていた。
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7.石室内の状況

8.石室の構造

天丼石は既に失われており、石室内には土砂が堆積していた。そのほ

とんどは開発工事時に埋められたと思われる。礫とともに須恵器や上師

器の砕片が若千含まれている。床面から約30clnは古墳が遺存していた時

に流入したとみられる礫の全く混じらない暗黄茶色の微砂質土が堆積し

ていた。この上層からも遺物は砕片が出土する程度であった。奥壁付近

の床面直上では炭化物がみられたが、石棺及び副葬品を確認することは

できなかった

石室は横穴式石室である。開発工事やそれ以前の石の抜き取りによつ

てかなりの破壊を受けており、石室は羨道部はみられず玄室の基底部の

みが遺存してる状態であった。主軸は南西方向 (W―
“

°一S)に持つも

ので袖部の有無に関しても既に石材が原位置を保っておらず不明であ

る。奥壁は2石、右側壁は2石、左側壁は3石 (内 1石は原位置を保っ

ていない)の巨石が残存している。

石室の規模は検出部分で長さ2.6m～ 3m、 奥壁の幅は2.3m、 玄室最大

幅は2.5mを測る。これから玄室の平面形は長方形あるいは正方形を呈す

ると推定される。床面は礫敷ではなく、小礫を混ぜた暗茶仄色粘砂が固

く締まった状態であった。

基底部はいずれも上面が平坦に保たれているがこれは小さめの石を巨石

の下に噛ませることによつて成つている。また奥壁と右側壁は基底部上

面はほぼ同じレベルになっているが、左側壁はそれよりも約30cIII意図的

に高く配置されていることが分かる。なお右側壁が谷側に、左側壁が山側

に当たる。内部は石の平坦面を石室内側に持ってきており、大きな凹凸が

できないようにしている。これは図版 2。 3を参照していただきたいo

また右側壁の羨道部寄りにある石は下部に石を組み合わせているのでは

なく、暗茶灰色砂質上を盛つてこの位置を保っている。 (第42・ 43図の

この石を取り囲む破線の部分がそれである。)これは既に周辺の石が抜

き取られたためにこのようになったのか、築造時からこのようであった

かが問題であるが、ここでは築造時の状態としておきたい。なぜなら、

第 1に右側壁の他の2基の石とレベルのうえで大きな破綻を見いだせ

ず、上面も平坦面を保つようにされている。第2に他の2基の石と同様

に周囲に裏込め配している。以上の2点からである。

右側壁は検出部分のすべてで、奥壁裏側は掘削に制約があつたが少な9.裏込めの状況

-37-―



杉 6

第42図 石室検出状況図 (1/50)

くとも約 1/2については裏込めに石を用いていることが判明した。こ

のためその状況を確認するため、右側壁の裏に第 1ト レンチを、奥壁裏

に第2ト レンチを設定した。その結果、石壁の背後には長軸40cm、 短軸

30 clll、 幅10cln前後の偏平な石を階段状に重ねる様に積み上げ、隙間には

やや小振りな礫を用いて補強していた。また石と石を固定するためにその

間にセメントの如く暗黄褐色～茶褐色粘砂や暗黄褐色砂質土を詰め安定さ
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TP+
975m

TP+
975m

970m

①表土 (灰黒色砂質土)
②嗜黄掲色粘砂
③暗黄褐色砂質土

④暗褐茶色砂質土

③暗褐色砂質土+表土
⑥暗掲色砂質土

②暗茶褐色粘砂

第43図 第 1、 2ト レンチ土層断面図 (1/40)

せていた。このような裏込め石は石室から離れるにしたがい状況が変化

し、大きな偏平な石を使用せず、拳大の礫を暗褐茶色～暗褐色砂質土に混

入するようになる。そしてさらに暗黄褐色砂質土を用いて裏込めを行い、

墳丘を形成している。なお左側壁では裏込めに石は使用されていない。

昭和60年度に当教育委員会で発掘調査した垣内1～ 3号墳においても黄

褐色系の上を用いて裏込めをしており、その共通性を見いだすことがで

き古墳築造の方法、あるいは集団の成り立ちを考える上で興味深い結果

となった。

徹底的に盗掘あるいは破壊を受けており、副葬品は皆無であった。ま

た土器についても砕片ばかりであり、まとまったものはなかった。ここ

では図化できたできた5点の土器を挙げておく。 (3)を 除いて石室内

の流入土から出土したものである。

(1)須恵器の杯身で口径 (反転)11.7 clnで 、立ち上がりは低くやや内

傾している。T K43～ T K217の範疇に属する。

(2)須恵器の杯Cで口径 (反転)11.2 cln、 体部から口縁部にかけては

外上方にのびやや外反し端部は九い。底部は平らに近い。T K217～ MT

21に属する。

(3)用途不明の上師質の遺物で、奥壁と左側壁の接点部分に先端部を

突つ込む様な状態で出土した。完形で、色調は茶褐色を呈し、焼成は非

10.出 土 遺 物

第 2ト レンチ
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第44図 出土遺物実測図 (1/4)

常に堅致である。やや丸みを帯びた先端部より下外方に下つたのち裾部

で水平に開く。裾部に指押さえが残り、他の部分はナデである。

(4)須恵器の奏の体部で、平行タタキを行った後にカキロ調整を施し

ている。

(5)土師器の養の口頸部で、外面にハケメ調整を施している。

さてこれらの遺物の時期的位置づけであるが、 2種類の杯が存在てい

ることによってそのおおまかな時期が比定できる。前述しているように

(1)は T K43～ T K2171こ、 (2)は T K217～ MT21に比定できるこ

とから7世紀前半から中葉を与えることができる。しかし前述している

ように流入土出土の遺物であり、これがそのまま古墳の築造年代あるい

は埋葬年代と考えることが妥当ではないが、周辺の古墳をも含めた築造

及び埋葬年代を考える上での指針となるものであろう。

11.ま  と め   今回は専用住宅建築に伴う緊急調査ということで、補助員諸氏によっ

て掘削を実施した。そのため現場での調査・検討が十分には行えなかっ

たが、それでも高安古墳群の形成を考えるうえで僅かでも材料となると

思われる。高安古墳群は個人あるいは団体により分布調査が行われてお

り、大正年間年に岩本文一氏は5CXl基以上の古墳を確認したといわれてい

る。しかし戦後に行われたいくつかの踏査では半壊あるいは全壊を含め

ても2CD基前後とその1/2以下に激減している。

本古墳も既に墳丘が削られていたため、その正確な大きさは分からな

い。しかし、トレンチの上層断面から半径5,75m以上の墳丘に復元でき

る。この古墳の周辺に現存する7基の古墳の直径はおよそ6.95m～17.6m

で平均12.lmである。これから墳丘径はこの支群の平均あるいは平均以

上の墳丘径値を示している。平面形は確認されていないものも多く、比

較の範囲を拡大し、この尾根筋の古墳のグループで検討する。周辺の古

墳で玄室幅のわかる古墳は2Cl基中11基で最低は120cm、 最大は210 clnで、
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平均175.5 clxlである。玄室長は20基中10基がわかつており最低335 cm、 最

A470 clla、 平均379.5 clllで ある。本古墳は玄室長の正確な数値は不明だが

3CXl c14以上とみられ、幅においては最も大きい250clnである。このように

玄室幅のみに限れば本古墳はこのグループの中核的な存在であるといえ

よう。

高安古墳群の総数は年々減ってきている。現在八尾市教育委員会では

昭和30年代に沢井浩三氏が行った踏査資料をもとに分布調査を実施して

いる。その結果30年代に遺存していた古墳が半壊あるいは全壊している

ことがしばしばある。今回調査した古墳も195号墳という名称を残してそ

のような一つになってしまった。今後ますます増カロするとみられる東部

山麓の開発に対して抜本的な対策が必要であろう。 (漕 )
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1.は じ め に

2.石材の種類

〔付論〕195号墳の石材について
奥田 尚

古墳の玄室の基底石のみが観察できた。いずれも表面が磨滅し、角が少

しとれた谷川に点在するような石である。自然石の平坦面を巧みに利用し

ており、且つ、石と石の噛み合わせ方も一段しか残存しないが、みごとで

ある。一部の石に失穴が残るものもあり、古墳の石が再利用されていたこ

とが伺える。矢穴は石の目に沿って数個あけられている。城郭の築城時の

矢穴のように一列に規則正しくあけられているものではない。

使用されている看材を裸眼で観察した。

使用石材の石種は角閃石閃緑岩、片麻状黒雲母花尚岩、片麻状斑状黒

雲母花前岩である。片麻状黒雲母花商岩の長石がよく発達すれば片麻状

斑状黒雲母花筒岩になると考えられる。

角閑石閃緑岩 :色は暗灰色で、粒状の黒雲母が目立つ。長石・黒雲

母・角閃石が噛み合つている。長石は灰白色、粒径 2～ 5 mm、 量が多

い。黒雲母は黒色粒状、粒径が 2～ 5 1mm、 量が多い、角閃石は、黒色粒

状、粒径が2～ 4 al14、 量が僅かである。

片麻状黒雲母花筒岩 :色は灰白色で黒と白の縞模様が顕者である。黒

色部にはレンズ状に細粒の黒雲母が集合している。石英 。長石・黒雲母

が噛み合つている。石英は無色透明、粒径が1～ 1.5 4ull、 量が多い。長石

は白色、粒径力泊.5～ 1.5111n、 量が多い。黒雲母は黒色板状、粒径力珀.5 alm

以下で、量が多い。

片麻状斑状黒雲母花尚岩 :色は暗灰色～灰色である。前述の縞模様を

なす片麻状黒雲母花尚岩の長石が大きく発達して斑晶をなしている。黒

雲母はレンズ状に集合している。石英・長石・黒雲母が噛み合つてい

る。石英は無色透明、粒径が1.5～ 2 nul、 量が中である。黒雲母は黒色板

状で、粒径力泊.5 alHl以下、量が多い。長石は白色で斑晶をなすものと基質

部のものとがある。斑晶をなす長石は粒径が 3～ 5 alalで量が中である。

基質部の長石は粒径が 1～ 2 1ull、 量が中である。

古墳の造営地付近で石材を得ようとすれば、造営地付近から東方の生

駒山地が近距離である。生駒山地の岩石分布は場所によりかなり変化が

ある。水呑地蔵尊付近では弱片麻状を示す黒雲母が少ない黒雲母花筒

3.石材の採石地
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麻状黒婁母花筒岩が分布する。頂上部の一元の官付近には黒雲母が多い

閃緑岩が分布する。また閃緑岩の周辺部に斑晶をなす片麻状黒雲母花尚

岩が分布する。

石室に使用されている石材の石種は角閃石閑緑岩、片麻状黒雲母花商

岩、片麻状斑状黒雲母花商岩である。角閃石閃緑岩は中粒で黒雲母が多

いことから一元の宮付近に分布する角閃石閃緑岩に、片麻状黒雲母花尚

岩は縞状をなし、細粒であることから大窪から服部川にかけて分布する

片麻状黒雲母花商岩に、片麻状斑状黒雲母花尚岩は角閃石閃緑岩の周辺

の岩相の岩石にそれぞれ岩相的に酷似する。これらの石種の礫は当古墳

東方の山地の谷に見られる。石材の表面が谷川や川原の石の様相を示す

ことから谷に転がる礫を採取したと推定される。当古墳東方の谷付近が

石材の採取地と推定される。

4.お わ り 1こ   楽音寺の大石古墳の石室材には主として斑相岩の石材が使用され、寺

池の古墳の石材には斑状黒雲母花商岩が使用され、法蔵寺付近の古墳に

は縞状をなす黒雲母花尚岩が使用されている。このように生駒山地の山

麓に分布する古墳の石材は各々地域により石種が異なり、岩石分布にほ

は対応がつく。古墳に使用されている石室材は石材となりうる礫が分布

する近距離の地点から運ばれていることが推測できる。今回の古墳に使

用されている石材の石種は3種類であり、これらの石種は東方の谷に見

られる。古墳の造営により少ない労力で構築していたことが伺える。
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石種

韓 片麻状斑状黒雲母花同岩

=片 麻状黒雲母花同岩

参彰 角閃石閃緑岩

第45図 石材種別図 (1/50)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.遺構・ 遺物

10。 東郷遺跡 (93-278)の調査

荘内町 1丁目

平成 5年 8月 30日

共同住宅建設

事業計画地に2.5mX2.5mの調査区を3カ 所設定し、地表下2.7m～ 3

mま で掘削、調査した。なお第3区については攪乱されていたためGL

-1.4mで掘削を中止した。

第1区一GL-1.2m前後の褐仄色粘質土～褐灰色粘質シルトから灰褐

色粘質土の約0.45mの 厚さの上層で古墳時代前期の遺物が出土している。

第 2区―この調査区では古墳時代前期の包含層は確認することはできな

かったが、GL-1,lm前後の灰白色粘質土より須恵器片が出上している。

前述したように本調査地では古墳時代前期遺物包含層と須恵器を含む

土層を確認した。 (1)は高杯で脚部が杯部からゆるやかに開くもので

ある。 (2)は須恵器重で体部にカキメを施している。    (消 )

鵡 扉坐詔円 |

噸肥

一 昭和
60年度

生府教委

昭和63年度
調査研究会

第46図 調査地周辺図 (1/5000)
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券

郷□

郊□
頼□

第47図 調査区設定図 ( /600)

①

第48図 出土遺物実測図 (1/4)

①盛土
②灰白色粘質土
③褐灰色粘質上
④褐灰色粘質シルト
⑤灰褐色粘質土
⑥灰褐色粘土
⑦灰色砂混粘土
①灰色微砂質土
③晴褐灰色描質土
⑩葉灰色粘砂
⑪灰白褐色粘土
⑫灰色粘土

|_

③

―|

第49図 基本層序模式図 (1/40)

⑦
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

6.過構・ 遺物

11.東郷遺跡 (93-279)の調査

荘内町 2丁目15～ 18

平成 5年 8月 31日

共同住宅建設

2.5× 2.5mの調査区を2箇所設定し、重機と入力を併用して地表下 2m

まで掘削を行った。

現況は道路面より0.6m下がつており、耕作地として使用されていた。

遺物包含層は地表下O.3～ 0,35mの灰白色粘質土で、O.8m～0.15mの厚

さで堆積している。この下部層上面が第 1区では遺構検出面となり、第

2区では中世の水田相当層となる。いずれの調査区でも地表下約 lm以

下では暗灰色～青灰色の粘上が堆積していたが、遺物等は出土していな

ヤヽ。

第 1区―暗褐色微砂質土上面でT字形を呈する溝を検出する。最大幅

1.16m、 深さ0.13mを測る。

腑

鯉 釧

隅                                     〔甘|::::::::::]    |
琶Б蚤∃ヨ[
郵

第50図 調査地周辺図 (1/5000)
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⑩

①ｔ」

第51図 調査区設定図 (1/800)

第 1区 第 2区

第52図 基本層序模式図  (1/40)

①耕作土
②淡業灰色砂質土
③灰白色粘質土
①暗褐色微砂質土
③暗灰色粘質土
⑥暗葉褐色シルト
⑦淡黄灰色微砂質±1
③淡黄灰色微砂質土H
③暗青灰色粘賀土
⑩暗青灰色粘質シルト
①暗青灰色粘土
⑫暗葉灰色粘賀土
①暗灰茶色粘質土
①灰褐色微砂質土
①暗淡茶灰色粘質土

ぢ      f♀    甲師
出土遺物実測図 (1/4)

1て ,_

第53図

第2区一地表下0.25mで遺物包含層は確認するが、第 1区でみられた

暗褐色微砂質土がみられず、暗茶褐色粘質上が堆積している。

出土遺物は瓦器、土師器、須恵器などが出土している。時期幅は大き

く古墳時代から鎌倉時代にいたるものである。ここでは (1)土師器杯

と (2)須恵器杯蓋を挙げておく。 (1)は口径 (反転)14.4 clla、 器高

2.8 cmを測る。 (2)は偏平につまみが付くもので残存径 (反転)15。 2 cln

を測る。いずれも8世紀に比定されよう。 (首 )

⑩褐色粘質土

⑦暗灰色猫土

①灰色粘上

⑩灰色粘土 (炭化物を含む)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.調 査 概 要

12.東郷遺跡 (93-524)の調査

桜ケ丘 3丁目45、 49番

平成 6年 1月 14日

共同住宅建設

施工予定地の東側に約3m四方の調査区を、その西側に約2m四方の

調査区を設定。地表下3,Om前後まで重機と入力を併用して掘削。

東側調査区では、地表下1.4m～ 1.84mで土師器片を含む灰白茶色粘砂

層、暗灰白茶色小礫混粘砂層を確認した。また、地表下2.25m以下で庄

内式上器小片、弥生式土器底部片を含む明灰色粗砂層を確認した。西側

の調査区では地表下1.64m～ 1.92mで須恵器片、土師器片を含む明灰茶

白色粘砂層を確認した。須恵器は6世紀前半頃に位置付けられるもので

ある。この層が東側調査区で確認した包含層と対応する可能性がある。

また、西側調査区では、地表下2.lm以下で灰白色粗砂層を確認した。

(吉田)

中翻
醜晒

「”勘悧

3年
～ 4年度
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第55図 調査区設定図  (1/400)

東側調査区

L_____」

①盛土

② BIF■
③緑灰色猫砂層
④ 明灰葉色粘性砂層
⑥灰葉白粘砂層 (土師器片)
⑥明灰素白粘砂A層

(古墳時代後期包含層)
⑦暗灰葉自色小韓混構砂層 (土師器片)

|   |
|   |
|   |
|   |
l   ③   :

l⑭ l

L_プ _」
lm

① 明灰茶白粘砂B層 (砂多い)
(古墳時代後期包含層)
③灰白褐色粘砂層
⑩灰色砂層
⑪灰葉色砂質土層
⑫灰素色狙砂
⑬ 明灰色粗砂層
⑬灰色粗砂層
⑮明黄灰色粗砂層

第56図 基本層序模式図  (1/40)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

13、 中田遺跡 (92-“)の調査

八尾木北 1丁目33、 34

平成 4年 4月 6日

共同住宅及び倉庫建設

2.5m× 2.5mの調査区を3カ 所設定し、各々約 2mま で掘削し、遺構

・遺物の有無を確認した。

現況は水田として利用されており、道路面より0.6～0.7m低 くなって

いる。

第 1区―遺物は地表下約 lmの暗灰色砂混粘質土、暗灰青色砂混粘質

上、暗青灰色粘砂の 3層で出上している。層厚約0.45mで、時期は布留

式期である。

第 2区―地表下0。95m前後の暗灰白色粘土 (Fe)、 暗灰色炭混粘土

(Fe)、 暗灰色シルト混粘土の3層で遺物が出土している。このうち

第57図 調査地周辺図 (1/5000)
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□
第 2区

□      晃

第58図 調査区設定図  (1/600)
第 2区         第 3区

①表土
②淡黄灰色砂質土
⑥淡黄灰色粘砂
①灰白色粘土
⑥淡黄褐色シルト
⑥灰白色粘土 (Fe)
②灰色猫土
③嗜灰色砂混粘質土
③晴灰青色粘質土
⑩晴青灰色粘砂
①暗灰色砂混粘土
⑫暗緑灰色粘土

⑬暗灰自色粘土 (Fe)
①暗灰色炭混粘土 (Fe)
①暗灰色シルト混粘土
①晴灰色砂質土
⑦暗青灰色微砂質土
①灰黄色猫質土
①暗灰色粘土 (Fe)
⑩暗灰色炭混粘土
④灰青白色粘土
②暗灰色砂混粘質土

第59図 基本層序模式図  (1/40)

暗灰色炭混粘土 (Fe)で遺構を検出している。また暗灰色シルト混粘

土の下部層である暗灰色砂混粘土上面で炭化物を確認している。

第3区―地表下O.95m前後の暗灰色粘土 (Fe)以下 3層で遺物が出

土している。遺物は庄内式新相から布留式期に至るものである。このよ

うに第 3区でも遺物・遺構がみられたが、後の調査では地表下1.lm前後

で、全容は明らかではないが方形状で一辺が4m以上、深さ0。 15mの土

抗を検出しており、本調査においてその上坑を掘削していたことが判明

した。今回の調査では暗灰色炭混粘土層がその上坑の埋土であり、灰青

白色粘土上面に炭化物がみられ、ここが底と推定される。また地表下1.5

mの暗青灰色シルト上面でも遺構を確認している。

6.遺構 。遺物   第 1区では (1～ 4)の遺物が出上している。 (2)が暗灰色砂混粘
質土以外はすべて暗灰青色砂混粘質土から出土している。

(5～ 7)が第2区出上遺物である。ここでは暗灰色炭混粘土 (Fe)

で南西への落ち込みを確認しており、布留式古相の養 (5)が出上して
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7.備

ヤヽる。

第3区は先述のように土抗のほぼ中心を掘削していたが、ここよりも遺

物 (8～ 10)が出土している。上坑の埋土と思われる暗灰色炭混粘土層

から出上しているのは (8)の庄内奏である。また土坑の底と推定され

るところで長辺16 cln、 短辺10,9 clla、 厚さ1.2～ 1.7c14の絹雲母片岩 (図版

-8)が出土している。これについて曙川小学校の奥田尚氏に鑑定して

いただいた。以下その結果を記述する。「白雲母 (絹雲母)が1.5～ 2 11ull

に及ぶことから変成のかなり高い場所のものである。付近では紀伊の点

紋帯の石であると考えられる。片理に沿って板状に割れ、断面は節理面

で顕著に残つていることから露出する石を採石したのであろう。」また

この絹雲母片岩はこれまで中田遺跡でも数点確認されているが、その用

途は不明である。 (9。 10)は灰青白色粘土から出上しており、小型丸

底壺 (10)よ り庄内式新相に位置付けられる。そして暗青灰色シルト上

面で長御 .52m、 短御 .36m、 深さ0。14mの礫敷遺構を検出した。礫は川

原石と思われる九い石を用いて作られていた。

今回の調査では布留式期の遺構を検出した。中田遺跡では庄内式新相

の時期から布留式期にかけて集落の規模を拡大していることがこれまで

の調査で判明しつつあるが、本調査もそれを裏付ける結果となった。

第60図 出土遺物実測図 (1/4)
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1.調  査 地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.調 査 概 要

14.中田遺跡 (93-007)の調

刑部 3丁目82-2

平成 5年 4月 27日

共同住宅建設

約 3m四方の調査区を施工予定地の西と東に2ケ所設定し、地表下2.5

m前後まで重機と人力を併用して掘削した。

東調査区では、地表下0。8m～ 1.lmの灰茶色粘土層他 2層が、古墳時

代後期の須恵器、瓦器片を含む層であることを確認した。西調査区で

は、これに対応する層を地表下O.85m～ 1.25mで確認した。また、西調

査区では、さらにこの下の地表下1.6m～ 2.Omで古墳時代前期の包含層

である掲色斑灰白色炭混粘土層を確認した。東調査区では地表下1.5mの

褐色斑灰色シルト層がこれに対応する可能性がある。東調査区では地表

下1.66m以下で、西調査区では2.44m以下で湧水層である褐白色粗砂層

を確認している。 (吉田)

廻世Ц劉Ⅶi勝酷「
…

第61図 調査地周辺図 (1/5000)
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第62図 調査区設定図

lm

①盛土A
②盛土B
③耕作土
④茶褐色斑灰色粘砂A

8茂墾琶悪猛尾埜
砂Bに調晴け

}餐量暮む
⑦ 褐色斑淡灰茶色砂混粘土

③褐色誕灰色シルト質粘土

第63図 基本層序模式図 (1/40)

③褐色斑灰色シルト
⑩褐白色粗砂
⑪褐色斑灰色徴砂質シルト
⑫オリーブ灰色徹砂質シル

8優琶尾笙
土
}溝
状遺構

⑮ 褐色斑灰白色炭混粕土層
(古墳時代前期包含層)

□
西調査区

□
東調査区

|
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1.調  査  地

2.調 査 期 間

3.調 査 契 機

4.調 査 方 法

5.基 本 層 序

15。 水越遺跡 (92-ω)の調査

千塚 2丁目106

平成 4年 12月 21日  平成 5年 二月8,9・ H～ 13・ 16・ 18。 19日

工場建設

試掘調査を行なったところ、地表下1.Omで弥生時代の包含層を確認し

た。さらに遺構を確認するため、盛土除去後、調査区を拡張して調査を行

なったところ、弥生時代中期の上墳などを確認した。敷地の東側は削平が著

しく遺構等を確認できなかった。また、調査終了後、工事立会を行なった。

厚さ0。2m前後の盛土層を除去すると、すぐ弥生時代中期の遺構ベース面

である暗茶灰色粘砂層となる。この層自体が弥生時代中期の包含層である。

この層の下は茶灰色炭混粘砂層が約0.3m前後堆積する。この層は北に向

かつて下がる。この層の下は茶黄灰色砂質土層をはさんで責灰色粗砂層、そ

の下に緑青灰色粗砂層が堆積する。

第64図 調査地周辺図 (1/5000)
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|  |

第65図 調査区設定図 (1/800)

6.調 査 概 要

盛土層のすぐ下の暗茶灰色粘砂土層上面で弥生時代中期の上墳4基、ピット1基を検出した。 S

K01は調査区の東側で検出した土墳で、東半分はカクランにより壊されている。平面は不整楕円形

を呈し、推定径1,7mを測る。深さは0.9mを測り、底面は湧水層である、緑青灰色粗砂層に達し

ている。素掘りの井戸と思われる。埋土は何層かに分かれる。遺物のとりあげにあたつては、四つ

の層に大きく分けた。まず、最下層のⅣ層は灰色粘土でほとんど遺物は含まれていない。Ⅲ層は暗

灰茶色砂質土、暗灰色炭混粘上である。この上に灰色炭混粘性砂質上・灰色粘砂層であるⅡ層が堆

積する。最上層のI層は暗灰茶色炭混粘砂層で全体に約20 cmの厚さで堆積する。 S KC12は調査区

南西で検出した上壊である。当初、遺構の西側が調査区外となるため、拡張して全体の輪郭を検出

したところ、西側の上端の一部は削平されているが、最大推定径1.25mを測り、不整円形を呈す

ることがわかった。深さは0.64mを測る。埋土は暗茶灰色粘質土である。段状に掘りこまれてお

り、底面は湧水層である黄灰色粗砂層に達している。これも素掘りの井戸になると思われる。SK

04は S K02に きられる溝状の遺構で、深さは約12 clnを測る。埋土は暗灰茶色粘質土層である。 S

K03は調査区北側で検出した落ち込み状を呈する土墳である。上墳の北及び東の肩は調査区外とな

るため不明であるが、遺構が深さは最も深い部分で0.27mを測る。埋土は暗灰茶色粘質上である。

工事着手時の立会で、調査区の北壁から約1.3mは、同様の状態で遺構の埋土がつづくことを確認

している。S P01は S K03の南東の肩に近接して検出した、最大径0.42mを測る円形のピットで

ある。深 さは約0.1l mを 測り、埋土は暗茶灰色粘質土層である。また、工事着手時の立会で、調

査区の南側で東西に並ぶ土墳を2基確認した。西側のそれは上幅1.2m、 深さ0.5m以上で、埋土

は暗灰色粘砂層である。採集し得た土器はⅣ様式の古い段階に位置付けられる弥生土器である (96

～99)。 東側のそれは上幅0。7m、 深さ0.6mを測り、埋土は炭を多く含む茶灰色粘砂層である。

弥生土器小片が出土している。
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7.出 土 遺 物

今回出上した弥生土器には重、養、鉢、高杯の器種があり、重には広日長頸壼、無頸重、水差形

土器がある。発は大型のものと、小型のものがあり、それぞれ口縁がくの字形に強く屈折し、肩の

張るタイプと、日縁部がゆるやかに屈曲し、肩の張らないタイプとがある。ここでは便宜上、前者

を奏A、 後者を甕Bと仮称した。小型の奏は日径12～ 20 clnに 収まり、器壁は0。4 cln～ 0,7 cllnに 収ま

る。口径 15 clla前後、厚さは頸部で0.5 cln前後のものが多い。大型奏は日径は25c14～ 40 cln、 器壁の

厚さは頸部で0,9 cln～ l clnである。大型甕Aは日端部を下方に拡張させるものが多い。以下、 ま

とまった遺物を出土したS K01、 S K02、 S K03の上器を中心に簡述する。詳細は観察表を参照さ

れたい。

〔S K01〕 第67図、図版12上

コンテナ半箱程出土した。実測し得たのは、小型甕Aが 1点、小型発Bが 1点、甕底部 1点、壺

8点 (このうち広日長頸壷 3点、無頸壷 3点)、 水差形土器 1点、鉢 3点、高杯 4点の計18点であ

る。それぞれの出土層位は次のとおりである。 1～ 3ま での広口長頸壼、4。 10の発、 7・ 8の無

頸壷、 5・ 6の鉢、 9。 11・ の高杯、100・ 101の砥石 (第73図、図版16下)は I層出土である。

13の甕・14の壼 。15の高杯、そして19の水差形土器はⅡ層出土である。17の鉢はⅢ層から、12の高

杯、18の壷、16の石器未製品はⅣ層より出土した。広日長頸壺は日縁部、頸部に簾状文を施すもの

で (1～ 3)、 日縁部は日端部を拡張もしくは垂下させて、施文する。無頸壷は球形の体部をもつ

もので、列線文を施すものと (7)、 簾状文を施すもの (8)がある。鉢は日端部が段状になるも

ので、これも簾状文を施す (5、 6、 17)。 高杯は部分破片でわかりにくいが、大型のものと

(9)、 小型のもの (11、 12)があるようである。12は脚端部に穿孔がある。19は水差形土器でほ

ぼ完形である。Ⅱ層より底部を上にした状態で出土した (図版 7上)。 算盤形の体部に把手がつ

く。体部に櫛描直線文、櫛描波状文を施し、日縁部には列点文を施す。この個体は色調は乳白燈色

を呈し、胎土は角閃石を含まず、クサリ礫、はんれい岩を多く含む。他地域からの搬入品である可

能性が高い

〔SK02〕  第68、 69図 図版12、 13、 17

コンテナ2箱程出土した。実測し得たのは、秦10点、重 7点 (このうち確実な広日長頸壷 2点、

無頸壺 2点 )、 鉢 1点、養もしくは壼の底部が3点の計努点である。養は小型養A(20～ 22)、 大

型甕A(25、 26、 29)、 大型奏B(27)、 大和型の発 (28)、 加飾する養 (30)がある。23は回端

部にキザミメを施す。30は日端部を焦状文、キザミメなどで加飾する。24はキザミメ突帯をもつ鉢

である。広日長頸壺の36、 37は 2点 とも部分破片からの復原図である。36は肩が ほとんど張ら

ず、顕部から腹部へなだらかに移行する丈高の器形になると思われる。櫛描直線文を施す。37は薄

手で軟質、器面の摩滅が著しい。34は器面の摩滅が著しいが、櫛描直線文を顕部に施す長頸壺にな
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第68図 SK02出土遺物実測図 (嘉、鉢)(1/4)
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ると思われる。35は頸部外面に扇状文と直線文をくみあわせる凝似流水文を施す広日長顕重であ

る。無頸壷は球形体部で櫛描直線文を施すものと (33)、 口縁がやや外反するもの (32)がある。

鉢は段状日縁で簾状文を施すもの (31)がある。36の広日壼、39の穿孔のある底部、42の重の底体

部は埋上の最も上で出上した (図版 7下 )。

〔SK03〕

コンテナ2箱程出土した。実測し得たのは、養16点、広日長頸壺 7点、無頸重 1点、鉢 2点、底

部25点、壷の底部 1点のま蜆点である。奏は大型奏A143～46)と大型奏B(47～ 50)、 小型奏A

(55～ 57)、 小型奏B(51～ 54、 58)とがある。59～ 65は緩やかに大きく拡がる日縁部をもつ広口

長頸壺になる。日端部にキザミメを施す。65は日端部に直線文を施したのち、上下 2段にキザミメ

をいれる。63は段状口縁となる。64はゆるやかに拡がる頚部に7帯の櫛描直線文を施す。66は折り

返しの段状口縁の鉢で簾状文、列線文を施す。68は櫛描直線文ののち扇状文を施す、無頸壺であ

る。67は椀状を呈する鉢で、外面にミガキを行なう。69～ 93の底部は72以外は、重になるか甕にな

るか判断できなかった。92、 93は底部中央に焼成前の穿孔があり、甑のような用途で使われていた

可能性がある。91は高いあげ底の底部である。

〔その他〕

94、 95はあげ土内からの出上である。94は受け口状口縁をもつ壼である。95は円筒埴輪の底部片

で、調整は不明ある。

〔まとめ〕

各遺博より出上した土器の器種別の数をだしてみた (表 1)。 S K01は遺構が半分しか残つてお

らず、良好な資料とはいえないが、敢えて行なった。甕または壷の底部については、日縁部と同一

個体のものがある可能性があるため、個体数には含めていない。器種別の大まかな比率は、S K01

では奏は19%、 壼は43%、 高杯・鉢は38%、 S KC12では、養力W3%、 重が18%、 鉢・高杯が9%、

S K03で は、養力W2%、 壺が″%、 鉢が6%である。 S KC12、 S K03は奏が圧倒的に多く、高杯、

鉢はごく少ない。集落の廃絶などなんらかの理由で、一気に養を中心とした上器を投棄している様

相を示しているようである。S K02は素掘りの井戸と思われ、井戸の機能が停止したのちの投棄で

あろう。一方、 S K01も 素掘りの井戸と捉え得るが、重が半分を占めていること、高杯・鉢が多い

ことが他と異なる。さらに出上している壺も小破片が多い。Ⅲ層で水差形土器がほぼ完形で出上し

ていることも注意される。このことから丼戸の機能が停止したのち、ごみ捨て穴などに使われるこ

となく、埋められた状況を示してるようである。S K01の埋土内に炭片が多く含まれており、I層

内から火を受けた砥石が出土していることから、火災などの原因で廃絶したということも考えられ

る。

さて、各遺構の上器の時期であるが、まず、S K01で は、広口重は櫛描直線文を施すものはみら
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遺構名 大型養 小型菟 その他
の莞

広口壼 無頸壼

勘端
鉢 高杯 明

器

不

土
計

SK01 0 1 2 0 1 5 3 l 0

SK02 5 5 4 4 0 l ユ 44

SK03 8 5 0 0 79

計 22 ユ 6 l 144

表 1 器種別個体数一覧表

西麓 西麓系 西麓 ? 非西麓 討

SK01 3 2

SK02 1 8

“

SK03 l 63 5

討 144

表 2 胎土別個体数一覧表
れず、すべて簾状文である。簾状文の原体幅は 2 clla前後である。また、鉢はすべて段状口縁をも

つ。水差形土器は搬入品と考えられるが、最大径が下方にあり、やや腰の張るプロポーションであ

る。第Ⅲ様式の中頃から新しい段階の様相を示すものであろう。次にS K02は集状文を施す壼はみ

られない。広日壷は36の緩やかに頸部から腹部へ移行し、直線文を施すもの、35の凝似流水文を施

すものがあり、無顕壺は直口で直線文を施すものである。養は大型品があり、端部をやや下方に拡

張する大型菱Aがある。第Ⅲ様式の古い段階に位置付け得るが、一部第E様式に遡る個体があるも

のと思われる。S K03で は広口重は直線文を施し、日縁端部にキザミメを施している。鉢は折り返

しの段状の口縁部をもつ66があり、無頸重は扇状文と直線文をもつ68がある。また、大型養Aが出

土している。第Ⅲ様式の古い段階でもやや新しい時期に位置付けられよう。

次に出土土器の胎上であるが、肉限による観察を行ない、遺構毎に分類した (表 2)。 いわゆる

チョコレート色を呈し、角閃石、金雲母、石英を非常に多く含むものを生駒西麓産とした。また角

閃石、金雲母、石英がめだち、茶灰褐色や燈褐色系を呈するものを生駒西麓系とした。そして角閃

石、金雲母、石英が少なく、乳白色や灰黄色を呈するものを、非西麓産とした。全体では、74%が

生駒西麓産と生駒西麓系である。しかし、典型的な生駒西麓産はごくわずかで4%であることは注

意される。このなかでもS K01は西麓産が14%と比較的多く、西麓系としたなかにも、やや色調は

淡いが、胎土に角閃石、雲母を非常に多く含むものがみられた。西麓産とした土器は従来いわれて

いるとおり、簾状文を伴うものである。SK磁、S K03は簾状文をもつ土器自体が少ない。また、

S K02は非西麓産の上器が18%と 比較的多く、器種に養、無頸壼、広日重がある。このような遺構

間の比率の変異は、時期的な要素を多分に含んでいるものと思われる。今後、時期別に山麓、平

野部の各集落での産地別土器の比率を検討する必要があろう。弥生土器の胎上分類にあたっては、
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客観的な分類基準を設定する必要あるが、今回はなしえず、多分に主観的な分類に留まってしまっ

た。今後の課題としたい。

8、 /Jヽ結

今回の調査地からわずか南西へ30mの地点では、弥生時代中期の竪穴式住居、井戸、土壊など

とともに、集落の東側を画していたと思われる大溝を確認している。今回の調査では集落の一部と

なる遺構を確認したが、大溝との位置関係などは小調査のため、確認し得なかった。本調査で確認

した遺構は、概ね弥生時代中期中葉に位置付けられるものである。調査地の東側の清友高校内での

調査では、弥生時代中期の方形周溝墓などが確認されている。集落と墓域の関係を提えることがで

き、興味深い。弥生時代後期の遺構も付近で確認されており、水越遺跡は、恩智遺跡とともに東部

東部山麓で弥生時代中期に隆盛し、後期へとつづく集落と捉えられる。今後、本遺跡内の各調査地

の遺構、出土遺物を相互に検証し、点の調査を有機的に結びつけていくことにより、面としての集

落の実態の解明ができるものと考える。今後の調査・研究に期したい。       (昔 田)

註 1 人尾市立曙川小学校教諭 奥田尚氏にご教示いただいた。また、SK01出上の砥石の石材に

ついてもご教示いただいた。

註2 (財)八尾市文化財調査研究会  F人尾市文化財調査研究会年報 平成元年度J1991年

註3 註 2文献。人尾市教育委員会「八尾市内遺跡平成 2年度発掘調査報告書 IJ 1992年
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SK01(第 67図、図版12上)I層 出土
番弓 器種 部位 法量 (c ll)

径  現高
形態 調整・文様 色調 焼成 胎土 残存率 備考

l 広日長頸重 口縁部 口端部を下方に
拡張する。

口端部外面―簾状文。
口縁部外面―ナデ。

明橙褐色 硬 やや粗 1/8 I層 出土

2 日端部を拡張する。 日端部外面―簾状文 淡暗灰橙色 軟 粗 lッ/6 I層 出土

3 顕部 外面―簾状文。内面
ナデ及びユ どオサエ

淡灰茶色 やや硬 非常 に粗 1ッ/4 I層 出土

4 箋 回縁部 ゆるやかに屈曲し、
端部やや肥厚。

外面―タテハケ。
内面―横ヘラミガキ。

淡灰橙色 やや硬 粗 I層 出土

5 鉢 口縁部 日端部に突帯。 外面―簾状文 暗灰茶色 やや硬 粗 I層 出土

日端部に突帯。 外面―簾状文。内面
ナデ及びユ ビオサエ

決灰茶色 硬 非常に租 lッ/5 I層 出土

7 無顕壷 球形の体部。
日端部は内面で
面をもつ。

外面一箆描列点文。
内面―ナデ

暗灰橙色 軟 粗 I層 出土

球形の体部。
回端部は内面で
面をもつ。

口端外面―キザミメ。
体外面―簾状文。
内面―ナデ

淡灰茶色 硬 やや粗 I層 出土

高杯 一縁
部
口
体

ゆるやかに上方に
のびる体部から
直立する日縁。
日縁内面粘土
継ぎ足 し。

内面―ナデ 暗橙褐色 やや軟 やや粗 1ッ/4 I層 出土

養 底部 255 外面―ヘラミガキ。
ナデ。
内面―ユビオサエ

暗茶褐色 硬 粗 1ッ/4 I層 出土

11 高杯 脚 部 脚は大きく拡が り、
端部はやや拡張す
る。

外面―ヘラミガキ。
ナデ。
内面―ナデ。

暗橙赤色 軟 非常に粗 3/7 I層 出土

一
部
部
台
脚
脚

端部はやや拡張す
る。脚柱部に穿孔。
復元で 9孔。

脚端外面―線状キザ
ミメ。

暗橙赤色 軟 非常に粗 1/1 I層 出土
図版 17

SK01(第 67図 図版12上) Ⅱ～Ⅳ層

養 口縁部 諺で壌外傾す
る面 口縁内外面―横方向
ナデ

淡黒褐色 硬 やや粗 1/8 Ⅱ層出土

一望 底部 ややあげ底ぎみの
底部から体部へ大
きく拡がる。

外面―ヘラミガキ。
内面―板オサエ。

淡茶灰色 硬 非常にXtl 1/1 I層 出土

高杯 脚柱部 外面―ヘラミガキ。 淡灰褐色 軟 粗 1/2 Ⅱ層出土
と璽 体部 最大径

162
体部は強 く張 り、
直線的に底部へ

移行。

上外面―簾状文。
下外面―ヨコヘラミ
ガキ。

淡灰茶色 硬 非常に粗 1/4 Ⅳ層出土

17 鉢 口縁ヽ

体都
突帯をもつ口縁か
ら直線的に体部ヘ

移行。

日縁端部外面一線状
ヘラキザ ミ。外面―
簾状文。内面一ユビ
オサエ。ユ ビナデ。

淡灰茶色 硬 粗 Ⅲ層出土

石器未製品 献廊
55
最大囁
25
サヌカイ ト製。 Ⅳ層出土

水差形土器 各殖ほ
形 唯
釘離
４４

腹部は強 く張 り、
器高に対する最大
径の位置は低い。
日顕部は直線的に
のび、端部は九 く
収める。断面長方
形の把手が付 く。

乳自橙色 やや致 粗 ほは完
形

Ⅱ層出土
図版 17
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SK02 甕 (第68図、図版12下 )
番号 器種 部位 勁蠣

法
径

形態 調整 文様 色調 焼成 胎土 残存率 備考

小型箋 A 口縁 ～

体部

日縁は強 く外反 し、
日端外面は明瞭な
面をもつ。

外面―タテヘラミガキ。
内面―ナデか。

暗淡橙色 やや硬 粗 1/4

すヽ
雌
輝

。

屈
は

つ

は
面
も

部
外
を

縁
端
面

日
日
る

暗灰白色 軟 粗 1/8

22 口縁部 回瑞部は屈曲し、
日瑞外面は外傾す
る面をもつ。

内面―ナデか。 淡橙掲色 軟 粗

小型養 455 日縁部はくの字に
屈折 し、日端部は
九 く収める。

日端部外面―キザミメ 暗茶灰色 やや硬 粗

24 鉢 日端部からやや下
がった位置に突帯
をもつ。日端部は
内面でやや肥厚する

`

外面―突帯上方に
櫛描波状文。突符下
方に櫛描直線文。
突帯にキザ ミメ。

橙 色 やや軟 非常に粗

大型養 A 口縁 ヽ

体部

日縁部は強 く屈曲
し、日端部はやや
下方に拡張 し、面
をもつ。

内面―一部ユビオサエ。 淡橙乳白色 非常に歌 非常に粗

曲
や

みヽ

屈
は
し
ま

く
部
張

つ

強
端
拡
や

は
口
に
や

ｏ

部

ｏ
方

に
る

縁
る
下
方
げ

回
す
や
上
あ

外面―ナデ。
内面―ユビオサエか。

暗乳白色 硬 粗

27 大型琵 B 回縁部はゆるやか
に屈曲し、口端部
は外方に面をもつ

口縁部内外面―ユビ
オサエ

赤橙色 軟 きわめて
粗
1/4 口縁内面
粘土継ぎ

大和型甕

旱写卍榛亀急事奈
方に面をもつ。

日端部外面―キザミメ。
体部外面―ハケメ

乳白色 硬 やや粗

大型養 A 口縁部はくの宇に
屈折 し、日端部は
上方につまみあげ
る。腹部はあまり
張らない

乳白色 軟 粗 1/2 図版 17

大型養 446 曲
　
張
る

鋼る。軌障

強
す
や
外

ｏ

は
反
は

ヽ
つ

部
外
部
で
も

縁

端ヽ
み
を

日
し
口
ぎ
面

日端部外面―簾状文、
キザミメ。

淡橙色 やや軟 非常に粗 1ッ/4 図版 17

SK02 壷 (第69図、図版13)

鉢 日縁部 172 日端部に突帝。 森妹冒こ隷諏。 淡仄茶
色 やや軟 粗 1/2

無顕重 日縁がゆるやかに
短 く外反。

外面―櫛描直線文 燈褐色 硬 やや粗

口縁～

体部
体部は強 く張 り、
日端部は上端で面
をもつ。

上半外面―櫛描直線文。
下半外面―ヨコヘラ
ミガキ。
内面一ハケメ、ナデ。

灰白色 やや硬 やや粗 1/2

長頸重 顕都 110 外面―櫛描直線文 灰自色 やや軟 粗 1/3
広日長頭壺 口縁～

顕部
H5 ゆるやかに外反す
る頸部にわずかに
垂下する日端部が
つ く。

口端部外面―櫛枯波
状文、キザ ミメ。

再愁竺興琴ロニ全二。
ユビナデ

淡茶灰色 硬 粗 1//2
弱

図版 17

一部
部
頸
体 罐
ぉ 藤募絶肇隼魚法 3

みに立ち上がる顕
部がつ く。体部高
に対する腹部最大
径の位置はほは中
位に位置する。
頸部から腹部へは
比較的なだらかに
移行する。

顕部～上半外面―縦
ヘラミガキのち櫛描
直線文。中位～下半
外面―ヨコヘラミガキ。
下半～底部外面―
タテヘラミガキ。
内面一板ナデ。

淡橙赤色 硬 粗 底径
1/1
図版 17

底径
625
302

帯韓攀。体部高姫呻する。や張る。抑る。

感
や
ち
く
る
置
置
や
や
あ

識
縦髄膨庁蛇眈縦縦
縦

丈
体
み
部
に
径
位
肩
底
ぎ

顕部外面に櫛描列点文。
他 調整不明

暗赤灰色～淡
暗灰茶色

きわめヽ
軟

非常に粗 底径
1/1
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SK02(第 69図、図版13)
番号 器種 部位

勁蠣
法

径
形態 調整・文様 色調 焼成 胎 土 残存率 備考

鉢 一縁
部
口
体

口縁部から直線的
に体部へ移行

調整不明 淡赤橙色 軟 非常に粗 1/2 図版 17

39 霊 底部 底部中央に穿子Lあ り。 淡茶褐色 硬 やや粗 1/1

40 一霊 底部ややあげ底きみ。 外面―タテヘラミガキ。
内面―ナデ。

噂橙灰色 硬 非常に粗 1/8

調整不明 淡赤橙色 致 非常に粗 1/3

42 底～体
部

125 言ユ裟鼻樫喬球な
亮警泳泰2デして

乳白色 軟 やや粗 1/1

SK03(第 70,71図、図版14)
番号 器種 部位 法量 (c ll)

径  現高
形態 調整・文様 色調 焼成 胎土 残存率 備考

大型莞A 日縁部 253 口縁部は屈曲し、

昌奪憩低争写夢2
より凹線状をなす。
碁そ目と

'写

害]界
ヨコヘラミガキ。
顕部内面―ヨコヘラ
ミガキ。

淡燈褐色 普通 非常に粗 1/11

44 ヽ縁
部
口
肩

不 明 口縁部は屈曲し、

器馨憩号Ⅲ雫寿絶
ややつまみだす。

口縁部上方内面～
回縁部外面―横方向
ナデ。肩頚部外面―
ヨコヘラミガキ。日
縁部下方内面～肩部
内面―ヨコヘラミガキ。

淡灰茶橙色 硬 非常に組

45 日縁部はくの字に
屈折 し、口端部は

事薯畜毒とち令
傾 昼脅§寄筈]言g奥
ラミガキ

淡燈褐色 硬 粗 1/8

口縁部内外面―横方
向ナデ
肩部内外面―ヨコヘ

ラミガキ。

淡燈褐色 硬 非常に粗 1/8 外面にス
ス付着

47 大型甕 B 290 口
で
く
ま
直
行

方ヽ
九
は

移ヽ

折
上

部ヽ
ず

へ

鰤
蜘
陣
る。
肩
ω
明

縁
都
や
め
た
的

口
瑞
や
収

つ
線

呂景勢
内外面―横方

肩部内外面―ヨコヘ

ラミガキ。

淡灰黄茶色 硬 粗 1/12 黒斑あ り

不 明 口縁部はゆるやか
に短 く屈曲し、日
端部はやや面をもつて

口縁都外面―横方向
ナデ。頸部外面―ユ
ビオサエ。肩部内外
面―ヨコヘラミガキ

淡燈褐色 硬 粗

辮 談職
もつ。肩部はまっ

詩柱脹魚更移幕線
写登
p省
尋界喬
=寝方向ナデ。その他―

調整不明

暗燈掲色 やや軟 非常に粗 1/9

380

Шゅ幹的行。
蜘蜘融らず、蒔

日景勢F借軍高舞吾
―ヨコヘラミガキ。

暗燈褐色 硬 粗 1/4

小型箋 B 日縁都は弱く屈折し、
短い。日端部は九

島彗?畠ち写譲伊

口縁部外面―ユビオ
サエ。
その他一調整不明。

暗橙褐色 硬 やや粗 1/8

口縁部は屈曲し、

暑奪憩壌空督蔀急
あまり張らない。

口縁部外面―ユ ビオ
サエ。
その他―調整不明。

暗茶褐色 硬 やや粗 1/4

か
部

ｏ張

や
端

つ
ど

る
口
も
ん

ゆ

をヽ
と

は
し
面
ほ

ｏ

部
折
や
は
い

縁
屈
や
部
な

口
に
は
肩
ら

調整不明 沸橙褐色 硬 やや粗 1/6
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SK03 甕・壼 (第71図、図版14下 )
番号 器 種 部位 勁難

法

径
形態 調整・文様 色調 焼成 胎土 残存率 備考

小型菫 B 日縁～

腹部
不 明 か

は
外
ほ

ｏ

や
部

はヽ
い

る
端
ち
部
な

ゆ
日
も
肩
ら

は

をヽ

ｏ張

部
曲
面
る
ど

縁
屈
や
す
ん

日
に
や
傾
と

調整不明 暗灰茶色 硬 非常に粗

小型奏 A
直ヽ

ｏ腹
り

曲
部

つ
に
は

届
端
も
的
て

く
口
を
線

つ

強

面ヽ
直
か

部
し
る
は
む

ｏ

縁
反
す
部
に
す

日
外
立
肩
部
だ

口縁部内外面―横方
向ナデ
肩部内外面―ナデ。

淡仄橙色 普通 非常に粗 1/4
弱

日縁部は強 く屈曲
する。日端部は拡

憲思ちF音魏念召
線的に腹部にむか
つて張 りだす。

口縁部内外面～肩部
外面―横方向ナデ。
肩部内面―ナデ。

暗茶灰色 硬 普通 1/6

口縁部 174 25 日縁部は強く屈曲し、
日端部はやや面を
もつ。

調整不明 淡茶灰色 やや軟 粗 1/8

小型甕 B 口縁～

腹部
204 口縁部は屈曲し、

日端部にやや面を
もつ。肩部はほと
んど張 らず、ゆる
やかに腹部へ移行
する。

日縁部外面―横方向ナデ
ロ縁部～顕部内面―
ヨヨヘラミガキ。
その他―調整不明。

淡黒褐色 硬 粗 1/6
弱

広口董 口縁部 不明 拡
に
に
面
方
外

ｏ

下
端
ミ

は
下
ザ

部

キヽ

端
し
ラ

日
張

ヘ

調整不明 淡橙色 硬 粗

6kl

:ξョこ手憲Z月
淡灰茶色 硬 粗 1/8

日端外面―横方向ナデ
もしくは櫛描直線文。

淡赤橙色 やや歌 非常に粗

287

宰≒μeぇ辮 と、
雛 臨 蓋。

娠今Fキザ
ミを行

撃辮 賀卸
外面―ヨコヘラミガキ。

淡橙黄色 硬 非常に組

日縁部はゆるやか

にな畳曹急:7絡
害荏賀ヲ鼻チて奪
行なう。

調整不明 淡灰茶色 硬 粗 1/12

64 広 日長頚壷 口縁～
頸部

250 頸部はしまり、ゆ
るやかに外上方に
のびる。日縁部は
ゆるやかに外反する
日端部は下方に拡
張 し、舛額 する面

お み 妙 椴 ;

霧轟籍目晟皇奮;暮
施す。内面一ユピナデ。

決登褐色 硬 粗 1/3 図版 17

広口壺 日縁部 不明 彿ある。‐こ拡なす。緻旦輛
叫”醐蝉を施した後、い

日縁部外面―横方向ナラ 淡橙茶色 硬 粗

鉢 一
上醸榔半

不明 瑯榔
口
に
つ
的
も
線

ｏ

を
直
行

帯
ら
移

突
か

へ

日端部外面―線状キ

藤泉圭。森離

'寺

唇三
ユビナデ。

暗灰茶色 硬 粗

ま
体
口
や
拡
か

坤
びて
、移行
。琲
棘
蹴
る
。

か
お

へ
内
み
端
す

部
を
方
は
ま

傾ヽ

嚇
秘
締
脚
わ
馳
叫

口端部―ナデ。体部
外面―タテヘラミガキ。
内面一調整不明

淡灰茶褐色 硬 粗 1/6 口端部に
粘土紐の
経目

68 無顕三 口端部から直線的
に外下方に張る体
部へ移行。日端部
はやや面をなし、
内傾する

外面-8条一帯の櫛
描直線文を施したのち、
扇状文。内面一ユビ
オサエ。

淡灰茶褐色 やや軟 やや粗 1/8
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SK03 底部 (第72図、図版15)
番号 器種 部位

勁鶏
法

径
形態 調整 文様 色 調 焼成 胎 土 残存率 備考

69 底 部 ややあげ底 ぎみ。 調整不明 悟橙褐色 やや硬 粗 1/1
285 外面―タテヘラクズリ

底面―ナデ。内面―
ユ ビオサエ。

淡灰橙色 硬 粗 1/1

あげ底。 底面、内面―ナデ。
外面―不明。

淡仄褐色 やや軟 非常に粗 lノ/1

重

みそ写争兵習ぞ柔
調整不明 淡赤橙色 非常に

軟
非常に粗 1/1

乳白色 普通 非常に粗 /ユ

淡橙褐色 硬 やや粗 1ッ/3

暗橙褐色 やや歌 非常に粗 Iッ/3

淡灰黄色 軟 非常に粗 1/4

gョ倍撃ξョ手控
淡暗橙色 軟 非常に粗 1ッ/4

ややあげ底ぎみ。 淡暗赤褐色 軟 非常に粗 1ッ/1

465 淡暗橙褐色 やや歎 非常に粗 1ッ/6

佐民舌生磁
ミガキ。

その他―調整不明

暗乳灰色 非常に
軟

やや良 1ッ/2

底部からゆるやか
に外上方に張りだす

外面―ヨコヘラミガキ。
上方内面―ナデか。
下方内面―横方向板
ナデ。

暗橙褐色 やや軟 非常に粗 1/1

待召三翌蓄T要: 暗橙褐色 硬 非常に粗 1/2

あげ底の底部から
ゆるやかにややま
るみをおびて、た
ちあがる。

調整不明 橙褐色 硬 非常に粗 1//ユ

84 外面―ハケメ。
内面―調整不明

淡橙黄色 普通 非常に粗 1/1

ヨ悟写B§崇なヱ維 強
ラミガ札灰橙責色 やや軟 粗 1/2

725 外面―調整不明。
内面―ユどナデ。

淡橙褐色 普通 きわめて鶏 1/1

ややあげ底ぎみ。 内外面―ヘラミガキ。 淡暗茶灰色 硬 きわめてお 3/4
4秀 嘘Ⅸ

鉱蛇協

あ
に
状
屈
た

や
方
台
く
に

や
外
す
強
方

は

ｏだ
り
上

ｏ

師諄脚縦引脳

外面―板ナデ。内面―
ユピナデ。ユビオサエ。

淡赤橙色 軟 非常に粗 1ッ/1

辱雇嶺η怒写笞祭
の底部よりゆるや

劣解錐趙|

デ
デ
ナ
ナ

ｏ

ビ
ビ

エ

ユ
ユ
サ

一　
一
オ

面
面
ビ

外
内

ユ

淡赤橙色 軟 非常に粗 3/4
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SK03 底部 (第72図、図版16上 )
番号 静憧 部位 法曇(gll)

径  現高
形態 調整・文様 色調 焼成 胎土 残存率 備考

90 底部

写民整争搭ξ}上
外面―ユどナデ、
ユピオサエ。
内面―ハケメ。

乳橙色 軟 やや良 1/1

645

B猿旨軽檬 :F譜
るやかに外上方へ

張 りだす

鶴三鶴 向ナデ。
内面―横方向ナデ、
ユビオサエ。

淡灰茶色 硬 非常に組 1/1

435 あげ底ぎみの底部
からゆるやかに外

鯨 艦 鋳 醗3(

内外面―ナデ。 暗茶灰色 硬 普通 1/6

8.2

三三をB4与ヨ与二昇漏蕎=チぇ下方内面―ユピオサエ

暗赤橙茶色 硬 非常に粗 2/3

その他 (第73図、図版16上 )

94 広日長顕壺 口縁～

頚郡
25.2

罪望努催λ蓼客肝
内傾する垂下口縁

口縁外面一二段の扇
形文。頚部外面-12

裔善
=畠
整来島姿

文。

暗橙褐色 歌 非常に粗 1/6 出土地不
明

埴輪 底部 外面―調整不明。
内面―ナデ。

明乳自色 硬 非常に粗 出土地不
明

96
塾豊走憲童 底部 筆F馬岳

=翁
墨泉語。暗橙褐色 やや硬 粗 1/6 立会検出

西側土壌

97 小型菟 口縁部 154 口縁部は強 く屈曲

お々剛 滋 十
内外面―ナデ 淡黒灰茶色 硬 非常に粗

高杯 垂下口縁になる。 調整不明 黒灰色 歌 組

99 長頸壷
7進む零墓雫字哲。外面

―ハケメ。
内面―横方向ナデ。

乳灰稜色 軟 粗

ltXl 砥 石 最大幅
10,7 78

黒雲母花間岩製 火を受けた痕跡あり SK01嘱

幅

ヽ
猷
‐０
臥
９
黒雲母花尚岩製 火を受けた痰跡あり

(註記)残存率は、径を計測した部位のそれである。
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1.調  査

2.調 査 期

3.調 査 契

4.調 査 方

5.基 本 層

地

間

機

法

序

16.竜華寺跡 (93-177)の調査

陽光園2丁目34-1, 2, 3

平成 5年 8月 23日

共同住宅建設

2.5m× 2.5mの調査区を設定し、地表下2.7mま で掘削、調査した。

地表下0.9m前後で旧耕作土がみられる。遺物を包蔵している土層は地表

下1.3mの暗緑灰色粘質シルト以下、およそ2.25mま でで出土している。し

かし地表下1.75mの 暗灰色粘砂には植物遺体が多く含まれており、またこの

土層以下では砂～シルトが堆積していることから溝、あるいは堀などの遺構

を推定できるものである。

遺構は確認できなかったが、遺物は砕片であるが土師皿、瓦器、須恵器、

瓦片がいずれの層でも出土しており、羽釜のミニチュアなども暗灰色粘質シ

ルト層から見つかつている。

竜華寺は F続日本記』に記述されており、奈良時代には建立されていたと

平成も年度°|

″あTI~´
ャ 101Q

第74図 調査地周辺図 (1/5000)

6.遺構 ・ 遺物

7.備

用

円

-76-―
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されるが、これまでの調査では奈良時代ま

で遡る遺構は検出されていない。今回の調

査でも鎌倉時代後半の遺物を確認したのみ

である。平成元年に側 八尾市文化財調査

研究会により本調査地の北隣が調査されて

おり、室町時代に2度掘りされている東西

方向の溝を検出しているが、今回の溝状の

土層堆積もそれらとの関連が推定される。

(清 )

第75図 調査区設定図 (1/400)

I           I

第76図 基本層序模式図 (1/40)

①盛土

② 旧耕作土

③暗緑灰色砂質土

④晴緑灰色粘質シルト

⑤暗灰白色猫土

⑥晴褐色砂質土

⑦暗灰色粘砂
(植物遺体を含む)
①灰色細砂
③皓灰色粘質シルト

⑩暗灰色シルト

①暗灰色粘土
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報 告 書 抄 録

ふりがな やおしないいせきへいせい5ねんどはっくつちょうさほうこくしょ

書名 入尾市内遺跡平成5年度発縄調査報告書 I

副書名 平成 5年度国庫補助事業

巻次

シリーズ名 入尾市文化財調査報告

シリーズ番号 29

編著者名 清斎・吉田野乃

編集機関 人尾市教育委員会

所在地 〒581 大阪府入尾市本町1丁目1番 1号 TEIX1729-91-3881

発行年月日 西暦 1994年  3月 31日

デゞ 飾名 デ∵ 絶
暴 継

調 査 期 間
(m2)

調 査 原 因

編 齢

老演毯鏃

鶏 齢

鱒 艤

齢
劉
一

人違常

天建常 老演苛
よう

27212 ３４

３６

５。

19930519

19,31014

199311510～
1993052
19930524～
19930525

19930519～
19,30521

1993t17t16

19930720,
199308“ ～
19930811

19930305

1"30528～
1993睛 17

1993083kl
19930831
19940114

２
．
５

　

　

　

　

一
８
．
。

共同住宅建設に伴う遺棒確認調査

共荷住宅建護だ梓,遺構権調 査

共同住宅建設に伴う遺袴確認調査

住宅浄化僣設置に伴う遺格確認査

遊戯場建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

住宅建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺構確認調査

共同住宅建設に伴う遺格確認調査

上場建設に伴う遺縛確認調督 ~

共同住宅建護だ梓,遺構確認調査

27212 ズ
Ｆ
∫
一ガ
ゴ
閉

３５
丁
ば
一ゴ
ゴ
デ

天違持 突精

建 帝 慧魯筆苛

27212 2t17.0

27.0

3.1227212

27212

27212

ダ
イ
ガ
一ダ
ダ
ガ
一ダ
ダ
″

‐３５イ
　
一‐３５ゴ
ぼ
一ば
∬
ガ

みt鞘詠 尺違常 需久璧馨 180

郡ナ帯「題il,ヽ

絡 等齢

天竜帝 誦Iド
わ

娃 帝 絡 等

入逸十 価射

天逸帝 堆指貯どう

37.5

8.5

170

18,5
128
130

27212 i

27212 :

ダ
ゴ
ゴ
一ダ
ダ
が

“
／
ば

鮮熱 粋

貿触 詠
27212  : ダ

ダ
丁
一ダ
イ
丁

‐３５イ
が
一ば
ダ
ば

輔 齢 天建十 八鴬釆FL
対舗

違 希 盤

27212 :

27212 :

27212  :

1993“

“19930427

19921221,
1993t1108～
19930119

1明0823

18,75

18.0

25,0
繊 詠

ダ
ダ
丁
″
ダ
″

‐３５
ゴ
ゴ
・‐３５
イ
ば

篭鞠 入逸帝 齢晃箇
&25

所収遺跡名 種別 主 な 時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

跡部遺跡

老原遺跡

天曲を蘇
…

愚智遺跡

ス主手通訴

集落

集落

薙離
鎌倉時代
十五と
… …

音褒博終後期
弥生中期

詠
=時
代茉

近世
中世

上器集積 土師器、須恵器、
弥生土器、石器

平成元年度に同遺跡より銅鐸が出土
している。

溝あるいは堀状遺構

ビヴド
~…   …

井戸 1、 海 1
上坑 2、 薄 2

落ち込み

瓦器、土師皿

集 藩

落

一落

築

一集

弥生土器、石器
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